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１　機構図 　　　（平成２０年６月３日現在） （補）は課長補佐

港湾局長 副局長（担当理事兼務）

川口　正敏 金井　良樹

２８７０ ２８７１

総務部長
〈副局長兼務〉

総務課長 庶務係長 松波　義治

杉澤　宏　 　　２８７２ 職員係長 鹿志村兼貴

担当係長　 関谷　聡

総務課調整担当課長

小林　英二　　２８８０

経理課長 （補）経理第一係長 平井嘉寿子

岡田　勇輔　　２７０２ 経理第二係長 有田　昌史

出納係長 奥山　晃

国際競争力強化担当

政策専任部長

中島　泰雄　２８６４

みなと資産活用担当

政策専任部長

金綱　武志　２７１３

港湾経営課長 （補）担当係長 長井　真

植松　久尚　　２８７３ 担当係長 橡木　誠司

港湾情報課長 統計調査係長 本橋　健二

竹井　保　　 　２８７５ （補）ＩT推進係長 中村　淳志

誘致推進課長 担当係長 竹内　紀充

飯島　良次　　２９１９ 担当係長 大塚　尚子

担当係長 伊藤ゆかり

誘致推進課担当課長

宮本　厚二　　671-7237

振興事業課長 （補）担当係長 近藤　隆

鈴木　寿一　　２８７４ 担当係長 樋口　良樹

担当係長 小池　道子

横浜港管理センター長 南部管理課長
（補）運営係長
＜戦略企画官補兼務＞

藤川　明紀

松本　博　 　　623-8231 本牧ふ頭事務所長 木下　信啓
伊東　慎介

623-8243、２８７６ 山下ふ頭事務所長 岡ノ谷芳明

北部管理課長 保安調整係長 小山　肇

野田　和明　　506-6770 大黒ふ頭事務所長 藤本　龍雄

（補）大さん橋ふ頭事務所長 難波　康久
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維持課長 （補）土木第一係長 新保　康裕

厨川　研二　　622-0600 （補）土木第二係長 笹　　 健二

電気管理事務所長 金城　秀和

海務課長 （補）水域管理係長 渡辺　充

新堀　靖司　　２８６５ 放置船舶指導担当係長 長田　賢一

配船・調整係長 井上　雄太

港湾整備部長 企画調整課長 （補）担当係長 藤牧　武之

松田　宗純　　２８７７ （補）担当係長 俵　　 一郎
下村　直　　２８７８ （補）担当係長 伊藤　廣

再整備調整担当課長
担当係長
＜戦略企画官補兼務＞

瀬下　英朗

山根　好行　　２８８５ 担当係長 白井　一彦

担当係長 石島　隆吏

港湾整備部技術担当部長
南本牧事業推進担当課長
＜戦略企画官兼務＞

（補）担当係長 高橋　淳

中野　裕也　　３８７０ （補）担当係長 千葉　健志
　北村　圭一　２８９７ 担当係長 金子　武志

建設課長 （補）技術監理係長 岸本　健二

佐久間　隆　　２８７９ 建設第一係長 蝦名　隆元

建設第二係長 森田　善文

建設第三係長 山崎　英隆

担当係長 奥野　雅量
港湾整備部担当課長

島　悟司　　 　２７３８

施設課長 機械係長 大橋　洋明

矢野　滋彦　　２８６３ 電気係長 金子　英幸

（補）建築係長 大竹　重樹

港湾整備事務所長 （補）担当係長　 丸井　博

鈴木　義久　　671-0821　 担当係長　 西山　三男

資産運用課長 （補）担当係長 太田　正雄

宮崎　孝雄　　２７１７ 担当係長 水口　浩之

担当係長 熊谷　顯法

土地処分調整担当課長

井関　敏也　　２７１４
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２　派遣職員一覧表

 平成２０年６月３日現在

　 補　職　名 氏　　　　　名

港湾局担当部長 堀　　 　義　　一

（財） 横 浜 港 埠 頭 公 社

港湾局担当部長 市　瀬　　　 　修

港湾局担当課長 佐　藤　　朝　和

港湾局担当課長 大　谷　　高　久

港湾局担当課長 北　田　　　　 治

港湾局課長補佐 森　　　　　　　篤

港湾局担当係長 氏　家　　 　　治

港湾局担当部長 永　田　　　 　隆

（社） 横 浜 港 振 興 協 会港湾局担当課長 阿　部　　和　泉

港湾局担当係長 渡　辺　　貴　志

港湾局担当部長 森　　       　　競 （財）帆船日本丸記念財団

港湾局担当係長 榎　下 　陽一郎 （株）横浜港国際流通センター

港湾局担当部長 征　矢　　雅　和

横浜ベイサイドマリーナ（株）港湾局担当課長 堀　内　　俊　幸

港湾局担当係長 杉　谷　　大　輔

港湾局担当係長 斎　藤　 愼太郎
（財）国際臨海開発研究センター

港湾局担当係長 永　田　　　　 実

港湾局担当係長 荻　原　　浩　二 （財）港湾空間高度化環境研究センター
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３ 事務分掌 

 

総務部 

総務課 

(1) 局内の人事及び文書に関すること。 

(2) 局に属する庁舎の管理に関すること。 

(3) 業務状況の公表及び事業報告書に関すること。 

(4) 局内の事務事業の連絡調整に関すること。 

(5) 局内の危機管理に関すること。 

(6) 他の部、課の主管に属しないこと。 

 

経理課 

(1) 局内の予算及び決算に関すること。 

(2) 埋立事業の予算の実施計画、資金計画その他の財政計画に関すること。 

(3) 埋立事業の一時借入金に関すること。 

(4) 埋立事業の請負契約並びに物品の供給及び売却に係る契約に関すること。 

(5) 埋立事業の収入及び支出の認証に関すること。 

(6) 埋立事業の金銭、有価証券及び物品の出納並びにこれらの保管に関すること。 

(7) 埋立事業のたな卸に関すること。 

(8) 埋立事業の決算に係る証書類の保管に関すること。 

(9) 港湾施設使用料及び入港料の徴収に関すること。 

(10) その他局内の経理及び出納に関すること。 

 

港湾経営課 

(1) 港湾の管理運営施策及び機能強化施策に関すること。 

(2) 港湾経営に係る調査に関すること。 

(3) 港湾施設使用料及び入港料の調査、研究等並びに料率表の作成及び公表に関す

ること。 

(4) 臨港地区内の構築物の規制及び行為の届出に関すること。 

(5) 港湾労働者団体及び船員福祉団体との連絡調整に関すること。 

(6) 株式会社横浜港国際流通センターに関すること。 

(7) 財団法人横浜港埠頭公社に関すること。（施設整備に係る連絡調整に関するも

のを除く。） 

(8) 他の課との港湾経営に関する業務の連絡調整に関すること。 

 

港湾情報課 

(1) 港湾の統計並びにその分析及び解析に関すること。 

(2) 港湾におけるＩＴ化の推進に関すること。 

(3) 情報システムの管理及び運用に関すること。 

 －4－ 



 

   誘致推進課 

(1) 港湾及び海運その他港湾産業に関する情報の収集及び分析に関すること。 

(2) 港湾及び海運その他港湾産業に関する情報に基づく船舶及び貨物の誘致推進

に関すること。 

(3) 港湾及び海運その他港湾産業に関する関係機関等との連絡調整に関すること。 

(4) 客船の寄港促進に関すること。 

 

振興事業課 

(1) 市民と港を結ぶ事業に関すること。 

(2) 横浜港の振興に係る国際交流に関すること。 

(3) 海事広報艇の管理運営に関すること。 

(4) 財団法人帆船日本丸記念財団並びに帆船日本丸及び横浜マリタイムミュージ

アムに関すること。 

(5) その他横浜港の振興及び宣伝に関すること。 

 

横浜港管理センター 

南部管理課・北部管理課 

南部管理課の担任区域：中区の一部、磯子区及び金沢区 

北部管理課の担任区域：鶴見区、神奈川区、西区及び中区の一部 

(1) 港湾施設の管理運営の基本計画に関すること。 

(2) 総トン数５００トン未満の内航船の岸壁の使用許可に関すること。（海務課の主

管に属するものを除く。） 

(3) けい留施設に係る船舶の離着岸の立会い及び離着船舶の連絡調整に関するこ

と。 

(4)  港湾施設の使用許可及び使用制限に関すること。 

(5) 港湾施設整備事業等の実施に伴う移転調整に関すること。 

(6)  港湾環境整備施設、港湾厚生施設等の管理運営に関すること。 

(7) 港湾環境整備負担金に関すること。 

(8)  横浜港の色彩に係る指導に関すること。 

(9) 巡視、清掃及び交通安全対策に関すること。 

(10) 港湾施設の点検及び保全に関すること。 

(11) 港湾施設の利用の調整並びに作業の調整及び指導に関すること。 

(12) 港湾施設の保安の確保のために必要な措置に関すること。 

(13) 港湾施設の管理運営に係る関係諸機関及び諸団体との連絡調整に関すること。 

(14) その他管理運営に関し必要な事項に関すること。 

(15) センター内の他の課の主管に属しないこと。（南部管理課に限る。） 
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維持課 

(1) 港湾施設の維持補修に係る設計及び施行に関すること。 

(2) 港湾施設に係る現場調査並びに工事に係る現地調整及び指導に関すること。（港

湾整備事務所の所管に属するものを除く。） 

(3) 建設工事用機材の出納及び保管に関すること。 

(4) 港湾施設に係る受電、変電、配電及び発電のための装置の運転操作及び監視に

関すること。 

(5) 港湾施設の電気設備の巡視点検及び保全に関すること。 

(6) 港湾施設の電気保安上の指導及び調整に関すること。 

(7) 港湾施設に附帯する電気設備についての委託、修繕及び検査に関すること。 

(8) 港湾施設の維持補修に係る関係諸機関及び諸団体との連絡調整に関すること。 

 

海務課 

(1)  港湾区域内の水域利用の総合調整に関すること。 

(2) 港湾区域内の水域の占用許可及び港湾工事の許可並びに公有水面の埋立免許に

関すること。 

(3) 放置船舶の対策に関すること。 

(4) 局所属船舶（海事広報艇を除く。）の管理に関すること。 

(5)  港内巡視、海難防止及び清掃に関すること。 

(6) 入出港船舶の調整に関すること。 

(7) 入出港船舶に必要な役務の提供のあっ旋に関すること。 

(8)  入出港届に関すること。 

(9) 岸壁及び係船浮標の使用許可に関すること。（他の課の主管に属するものを除

く。） 

(10) 港湾区域内の水域の保安の確保のために必要な措置に関すること。 

(11) 水先人、曳船等関係機関との連絡調整に関すること。 

 

 

港湾整備部 

企画調整課 

(1) 港湾の基本構想、長期計画、整備計画及び防災計画の立案及び進行管理に関す

ること。 

(2) 局の重要施策の企画及び総合調整に関すること。 

(3) 港湾の再開発事業（以下この条において「再開発事業」という。）及び港湾施

設整備事業の計画及び推進に係る連絡調整に関すること。 

(4) 臨港地区及び分区の設定に関すること。 

(5) 横浜市港湾審議会に関すること。 
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(6) 港湾区域内の公有水面の埋立免許の取得に関すること。 

(7) 財団法人横浜港埠頭公社が行う施設整備に係る連絡調整に関すること。 

(8) 港湾の整備計画及び再開発事業の基本計画に基づく調整及び補償に関するこ

と。（資産運用課の分掌事務第５号に係るものを除く。) 

(9) 南本牧ふ頭建設事業の総合調整及び推進に関すること。 

(10) 埋立区域等における土砂等の受入れに関すること。 

(11) 部内他の課の主管に属しないこと。 

 

建設課 

(1) 港湾建設工事及び再開発事業に係る工事に関する技術基準等の作成並びに指

導及び研修に関すること。 

(2) 港湾建設工事及び再開発事業に係る工事の設計単価、歩掛り等の作成及び調整

に関すること。 

(3) 港湾建設工事及び再開発事業に係る工事検査及び安全管理等に関すること。 

(4) 局所管の国庫補助事業に係る会計実地検査の連絡調整に関すること。 

(5) 港湾建設工事及び再開発事業に係る工事の設計並びにこれらの調整に関する

こと。（港湾整備事務所の主管に属するものを除く。） 

(6) 港湾整備事務所に関すること。 

 

施設課 

(1)  機械設備及び廃棄物処理施設の工事の設計及び施行並びにこれらの維持補修

に関すること。 

(2) 電気設備の工事の設計及び施行に関すること。 

(3) 上屋その他港湾局が所管する陸上施設の建築及び修繕工事に関すること。 

 

港湾整備事務所 

(1)  横浜港の港湾施設の建設工事（以下「建設工事」という｡）及び再開発事業等の

工事の施行に関すること。 

(2) 建設工事及び再開発事業等の工事に係る埋立地の管理に関すること。 

(3) 再開発事業等の工事に係る工作物及び施設の維持補修に係る設計及び施行に関

すること。（維持課の所管に属するものを除く。） 

(4) 港湾施設及び再開発事業等に係る現場調査並びに工事に係る現地調整及び指導 

に関すること。 

(5) 建設工事用機材の管理に関すること。 

(6) その他業務の施行に関し必要な事項に関すること。 
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資産運用課 

(1) 港湾台帳に関すること。 

(2) 局所管財産の管理及び処分に関すること。（他の部、課及び横浜港管理センタ

ーの主管に属するものを除く。） 

(3) 国有財産の管理受託及び借受けに関すること。 

(4) 事業用借地権等の設定等による局所管財産の運用に関すること。 

(5) 臨港幹線道路整備事業及び再開発事業に係る用地の取得、借受け及びこれらに

伴う補償並びにこれらの契約に関すること。（行政運営調整局の主管に属する

ものを除く。） 

(6) 再開発事業に伴う補償に関すること。 

(7) 公募による土地の売払い及び長期貸付等に関すること。 

(8) 横浜ベイサイドマリーナ株式会社に関すること。 

(9) 他の課との港湾の資産活用に関する業務の連絡調整に関すること。 
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４ 政策専任部長の分担事務 

 

 横 浜 市 事 務 分 掌 規 則 （ 昭 和 27 年 10 月 横 浜 市 規 則 第 68 号 ） 第 13 条 第

７ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 港 湾 局 に 置 か れ た 政 策 専 任 部 長 の 分 担 事 務 は

、 同 規 則 第 １ 条 の ２ に 定 め る 港 湾 局 の 事 務 分 掌 の う ち 次 の 各 号 に 係

る 重 要 政 策 課 題 と す る こ と を 平 成 20 年 ４ 月 １ 日 に 定 め た 。 

１  国 際 競 争 力 強 化 担 当 政 策 専 任 部 長 

(1) 使 い や す い 港 づ く り に 関 す る 施 策 

(2) 港 湾 に お け る Ｉ Ｔ 化 の 推 進 に 関 す る 施 策 

(3) 船 舶 ・ 貨 物 の 誘 致 推 進 に 関 す る 施 策 

(4) ス ー パ ー 中 枢 港 湾 に 関 す る 施 策 

(5) そ の 他 国 際 競 争 力 強 化 に 関 す る 施 策 

２  み な と 資 産 活 用 担 当 政 策 専 任 部 長 

(1) 土 地 の 分 譲 の 促 進 に 関 す る 施 策 

(2) 財 産 （ 資 産 運 用 課 の 主 管 に 属 す る も の に 限 る 。 以 下 に お い 

て 同 じ 。 ） の 処 分 に 関 す る 施 策 

(3) そ の 他 財 産 の 活 用 に 関 す る 施 策 

 

 

５ 戦略企画官の分担事務 

 

 横 浜 市 事 務 分 掌 規 則 （ 昭 和 27 年 10 月 横 浜 市 規 則 第 68 号 ） 第 13 条 第

７ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 港 湾 局 に 置 か れ た 戦 略 企 画 官 の 分 担 事 務 は 、

同 規 則 第 １ 条 の ２ に 定 め る 港 湾 局 の 事 務 分 掌 の う ち 、 次 の 各 号 に 掲

げ る も の と す る こ と に 定 め 、 平 成 20 年 4 月 15 日 か ら 施 行 す る 。 

(1) 港 湾 に 関 す る 事 項 に 係 る 中 長 期 的 な 政 策 の 検 討 

(2) そ の 他 局 長 の 特 命 に 関 す る こ と 

－9－ 



６　事業所一覧表

事　　業　　所　　名 所　　　在　　　地 電話番号

　　港　　　湾　　　局 中区山下町２　 産業貿易センタービル内 ６７１－２８８０

南部管理課
本牧ふ頭事務所 中区本牧ふ頭１－１ ６２３－８２３１

山下ふ頭事務所 中区山下町２７９－１ ６８１－８０９０

北部管理課
大黒ふ頭事務所 鶴見区大黒ふ頭１ ５０６－６７７０

大さん橋ふ頭事務所 中区海岸通１－１ ２１１－２３０１

維持課 電気管理事務所 中区山下町２７９ ６４１－７９６６

海務課 小型船舶保管相談センター 中区新山下１－１７－１ ６２１－２７８４

港湾整備事務所 中区海岸通１－１ ６７１－０８２１

－10－



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■　基本目標

■　横浜港を取り巻く状況・課題

■　３つの中・長期的な展望

■　６つの重点推進施策

■　主な取組　（　★は中期計画重点事業　）

「国際競争力のある港」、「市民が集い、憩う港」、「環境にやさしい港と安全・安心な港」の３つの基本理念に基づき港湾運営を進め、
市民や港湾関係者などと連携しながら、“横浜経済の活性化と雇用の創出”を図り、“市民生活を豊かにする総合港湾づくり”を目指します。

コンテナ船の大型化に伴う航路再編や寄港地の集約、著しい経済
成長を背景とするアジア諸港の発展などにより、日本の港湾全体
の相対的な地位が低下しているなかで、横浜港はスーパー中枢港
湾として国際競争力を強化する取組が求められています。

Ⅰ　国際競争力のある港

①　国際物流機能強化と
　　使いやすい港づくり

②　船舶・貨物の誘致促進

高規格コンテナ
ターミナル整備

輸送網の整備

港湾施設の高度利用
・活性化方策の推進

京浜３港の広域連携

ｺｽﾄ低減・ﾘｰﾄﾞﾀｲﾑの
短縮などｻｰﾋﾞｽの向上

効果的な誘致活動

◆南本牧ふ頭MC-3高規格コンテナターミナル整備　★
◆本牧ふ頭の再整備促進★
　(BC突堤地区浚渫工事、Ｄ突堤地区岸壁改良工事）

◆臨港幹線道路（新港～瑞穂区間）　H20年12月供用
◆国道357号本牧側出口の増設工事　★

◆大黒ふ頭の車両置き場立体化
◆本牧ふ頭のBCターミナル道路拡幅工事完了

◆東京港、川崎港との連携強化

◆コスト低減に向けた取組
◆次世代シングルウィンドウの対応・準備

◆セミナー・現地説明会の実施
◆海外ポートセールスの実施

コンテナ貨物取扱個数　３５０万個(TEU)以上

自立的・持続的発展に向けた
経営改革と協働による

港づくり

●埋立事業会計の健全化

・みなとみらい２１地区43街区等の
   土地処分の実施

●指定管理者制度導入による
   効果の検証
・第三者評価委員による管理運営に
   ついての外部評価実施

●情報の共有、業務運営の改善と
　人材育成
・政策調整会議での課題共有と集中的議論
・国際競争力強化に貢献できる人材の育成
・港湾局人材育成ビジョンの推進
・知識、経験の継承

●市民・港湾関係団体・
   ユーザー等との協働
・港湾関係団体や市民、NPOとの
　協力・連携・支援

開港150周年に向け、横浜のウォーターフロントをより一層魅力
ある空間とすることで、国内外の人々が訪れ交流する賑わいのあ
る街づくりが急務となっています。また、横浜最大の魅力の一つ
である都心臨海部・インナーハーバーについて、世界に誇れる魅
力と価値の向上を図る必要があります。

Ⅱ　市民が集い、憩う港

　③　賑わいと交流の
　　　場づくり

　④　水際線の整備と
　　　ｲﾝﾅｰﾊｰﾊﾞｰの活性化

客船誘致　★

集客力向上と国際交流・
みなとへの市民理解の促進

開港150周年
記念事業の推進

インナーハーバー
の活性化等

水際線の整備

地球温暖化防止対
策・水質改善等の

自然環境再生

廃棄物の適正処分・
港の美化・リサイクル

災害対策・
保安体制の強化

港湾施設の
ストックマネジメント

の推進

◆船会社・旅行会社への誘致活動の実施
◆クイーンメリー２等　歓迎セレモニー等実施

◆海フェスタ開催に向けた準備
◆大さん橋の利用促進

◆象の鼻地区（第１期地区）の再整備完了　★
◆日本丸メモリアルパーク（第１期地区）　リニューアル完了

◆杉田臨海緑地の整備推進　★
◆山下ふ頭地区の再整備検討　★

◆都心臨海部・インナーハーバー整備構想の策定準備
◆水域利用の活性化・内港地区水辺空間の演出

地球規模で環境保全の必要性が高まる中、地球温暖化防止対策を
さらに推進するために、環境負荷の少ない効率的な物流に取り組
むとともに廃棄物処分場の計画的な整備を進める必要がありま
す。また、ストックマネジメントを進めることにより港湾施設の
長寿命化を図る必要があります。

Ⅲ　環境にやさしい港と
安全・安心な港

　⑤　環境にやさしい
　　　港づくり

⑥　災害等に備えた安全・
安心な港づくり

◆グリーン物流（コンテナバージ・鉄道等）、モーダルシフト
   の推進 ★
◆きれいな海づくり事業（象の鼻地区）　工事完了

◆南本牧ふ頭の第５ブロック処分場整備 ★
◆港の美化の推進　海上清掃実施

◆南本牧ふ頭のMC-3耐震強化岸壁整備
◆SOLAS条約に基づく保安対策の実施

◆港湾施設の計画的な点検・維持補修の実施
◆橋梁の維持補修

●外郭団体の健全な運営

・特定協約４団体の自主的・自立的
　運営向けた取組（協約遵守）

客船寄港数　日本一

「皆で考え、協力して、課題を解決していく風土をつくっていく！」「元気な挨拶、港の元気は職場の元気!」を標語に、職員が一丸となって取り組みます

※TEU=20ﾌｨｰﾄｺﾝﾃﾅ1個換算

経済観光・港湾委員会資料
平成２０年６月３日

港　　湾　　局

国際競争力の強化 港の魅力向上 環境・安全対策



＜国際競争力のある港＞

コンテナ貨物取扱個数
３５０万個（ＴＥＵ）以上

南本牧ふ頭

本牧ふ頭

大黒ふ頭

山下ふ頭

本牧地区

鶴見地区

瑞穂ふ頭

大さん橋ふ頭

新港ふ頭港

道 路

臨

平成２０年度 港湾局運営方針における主な取組

＜市民が集い、憩う港＞

客船寄港数日本一

幹
線

＜国際競争力のある港＞

京浜３港の広域連携

＜国際競争力のある港＞
南本牧ふ頭ＭＣ－３
高規格コンテナターミナル整備

＜国際競争力のある港＞
国道３５７号本牧側出口
増設工事

＜国際競争力のある港＞
本牧ふ頭の再整備
・ＢＣ突堤地区浚渫工事
・Ｄ突堤地区岸壁改良工事

＜国際競争力のある港＞
臨港幹線道路（新港～瑞穂区間）

Ｈ２０年１２月供用

＜市民が集い、憩う港＞
日本丸メモリアルパーク（第１期地区）

リニューアル完了

＜市民が集い、憩う港＞
象の鼻地区（第１期地区）
再整備完了

＜市民が集い、憩う港＞
杉田臨海緑地
整備推進

＜環境にやさしい港と安全・安心な港＞
南本牧ふ頭の第５ブロック処分場整備
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平成２０年度港湾局運営方針（（ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■運営方針について 

 横浜市では、これからの２０年にわたり、横浜が目指す都市の姿を描いた「横浜市基本構想

（長期ビジョン）」と、基本構想を着実に具体化していくための５か年の実施計画となる 

「横浜市中期計画」を策定しています。 

 運営方針は、これらの中長期的な構想・計画に基づき区及び局の年度ごとの組織目標として

策定するものであり、その施策は職員間で共有され成果に向け組織全体で取り組んで行くこと

としています。 

港湾局の運営方針は、それらに加え、横浜港の長期的な指針や整備のための基本計画である

「横浜港長期ビジョン※１」、「横浜港港湾計画※２」の着実な推進を目指し、平成２０年度の

行動計画としても策定しました。 

ここに位置づけた施策や事業に取り組むことにより、「国際競争力のある港」、「市民が集い、

憩う港」、「環境にやさしい港と安全・安心な港」の３つの基本理念に基づき港湾運営を進め、

市民や港湾関係者などと連携しながら、横浜経済の活性化と雇用の創出を図り、市民生活を豊

かにする総合港湾づくりを目指します。 

 

横浜市港湾局長 川口 正敏  

 

※１ 「横浜港長期ビジョン」 

 横浜港が果たしている様々な役割（国際物流、市民のレクリエーション等）を将来的にどのように発展させていく

かという視点に立ち、おおむね２０～３０年後の横浜港の将来像を展望したもの。平成１５年策定 

※２ 「横浜港港湾計画」 

 横浜港を計画的に整備するため、横浜市が港湾管理者として、港湾法に基づき定める基本的な計画。最近改訂は 

平成１８年３月。改訂計画の目標年次は平成２０年代後半 
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■横浜港の主な役割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■横浜港をとりまく現状・課題 

計 318 372 264 197 202

市内の雇用・所得の約３割が何らかの形で横

浜港に関わっています。［横浜港の経済効果］ 

  

 

◆横浜港の風景 

 

         

 

海外との貿易の拠点としての役割 市民の憩いの場としての役割 

 

 

 

 

◆災害時における輸送拠点       

◆ 外貿コンテナの取扱実績 ５大港比較 

（2007年速報値） 

    ～横浜港は輸出・輸入ともに全国第２位～ 

0

50

100

150

200

250

輸出 165 172 133 89 106

輸入 153 200 131 109 96

横浜 東京 名古屋 大阪 神戸

単位：万TEU 

* TEU＝20フィートコンテナ１個 

日本の輸出入貨物…９９．７％が海上輸送 

 

 

 
 

※出典：資源エネルギー庁「日本のエネルギー２００７」 

国土交通省交通政策審議会海事分科会「安定的な国際海上輸送の

確保のための海事政策のあり方について≪中間とりまとめ≫」 

◇輸入品が支える私たちの生活 日本の輸入依存率 

 食料６０％エネルギー９６％ 

 

特選作品「“YOKOSO!YOKOHAMA”」 

入選作品「でっかいなｧー」

【客船歓迎風景】

【花火大会】

 

入選作品「夜空の大輪」 

客船フォトコンテスト

（2006）より抜粋 

【遠足風景】

モノやサービスを生み出す役割 

京浜臨海部 

 
国際的な産業、研究開発拠点と 
して再編整備が進められる我が国 
有数の工業地帯【京浜臨海部】 

 
オフィス、商業など様々な機能が 
集積された国際色豊かなウォーター 
フロント【みなとみらい２１地区】 

みなとみらい２１地区 

港に産業が集まる理由 

１．輸入・輸出に便利 

［原材料輸入→製造→ 

輸出が円滑に進む］ 

２．港の景観を利用 

［ホテル・レストラン等の

セールスポイントになる］

など

快適で安心できる街づくりを支える役割 

陸上の交通網がｽﾄｯﾌﾟすると 

物が運べない

  

 

◆市民生活から生

じる廃棄物の安定

的な受入れ先 

◆豊かな生態系を育む海洋 

環境・身近な自然学習の場 

港を拠点として船で緊急物資・人

などを輸送 

自宅に帰れない 

救助活動に支障 
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Ⅰ 横浜港をとりまく現状 

 

                             ※ＴＥＵ＝２０フィートコンテナ１個 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

                

世界主要港湾のコンテナ貨物取扱個数の変化 

１９９４年 ２００６年 

順位 港名［取扱個数］ 順位 港名［取扱個数（左欄＜１９９４年＞との比較）］ 

１位 香港［１，１０５万TEU］ １位 シンガポール［２，４７９万２千TEU（２．４倍増）］

２位 シンガポール［１，０３９万９千TEU］ ２位 香港［２，３５３万９千TEU（２．１倍増）］ 

３位 高雄［４９０万TEU］ ３位 上海［２，１７１万TEU（－）］ 

４位 ロッテルダム［４５４万TEU］ ４位 深セン［１，８４６万９千TEU（－）］ 

５位 釜山［３８２万６千TEU］ ５位 釜山［１，２０３万９千TEU（３．１倍増）］ 

６位 神戸［２９１万６千TEU］ ６位 高雄［９７７万５千TEU（２．０倍増）］ 

７位 ハンブルグ［２７２万６千TEU］ ７位 ロッテルダム［９６５万５千TEU（２．１倍増）］ 

８位 ロングビーチ［２５７万４千TEU］ ８位 ドバイ［８９２万３千TEU（－）］ 

９位 ロサンゼルス［２５１万９千TEU］ ９位 ハンブルグ［８８６万２千TEU（３．３倍増）］ 

10位 横浜［２３１万７千TEU］ 10位 ロサンゼルス［８４７万TEU（３．４倍増）］ 

         ↓          ↓ 

15位 東京［１８０万５千TEU］ 23位 東京［３９６万９千TEU（２．２倍）］ 

          ↓ 

※網掛けはアジアの主要港（日本含む） 28位 横浜［３２０万TEU（１．４倍増）］ 

 
［出典］関東地方整備局 港湾空港部ホームページ「私たちの仕事」掲載資料、Containerisation International Year Book2008 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

基幹航路数の推移 

 １９９０年 ２００３年

アジア諸港に寄港する航路数（Ａ） ４８ ９５ 

東京港または横浜港に寄港する航

路数（Ｂ） 
４１ ３４ 

東京または横浜の寄港数がアジ

ア諸国全体の寄港数に占める割

合（Ｂ÷Ａ） 

８５．４％ ３５．８％

 

資料：関東地方整備局資料※を基に作成 

※国土交通省海事局「平成１６年版海事レポート」より作成 

船舶（コンテナ船）の大型化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

［出典（船舶大型化 

の推移データ）］ 

くじらぼ（関東地方整備局 

東京湾口航路事務所広報紙) 

2007.3月号 

大型化が更に進展 

１９８８年：４，０００TEUクラス 

１９９０年代：６，０００ＴＥＵクラス
参考 

    消費物資の価格上昇 国民 
日本経済へ
の悪影響 

［出典］「みなとのギアチェンジ（関東地方整備局）」より

   輸送費増大による利益減少企業 

物
流
コ
ス
ト
の
上
昇 

日本の港湾に大型コンテナ船が寄港しな
くなった場合に想定される影響 

コンテナ船 

現在、世界最大級は 

１１，０００ＴＥＵ（全長３９７ｍ） 

１９７０年代 大型化の急速な進展 

２，０００ＴＥＵクラスが主流 

１９６８年 日本初のコンテナ船投入 

７５０ＴＥＵ程度 
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スーパー中枢港湾 

 官民連携で港湾の重点投資や機能強化を進め、アジア主要港に対抗できる国際拠点港を形成

するプロジェクトです。国が平成１６年７月、京浜港（東京港・横浜港）、伊勢湾（名古屋港・

四日市港）、阪神港（大阪港・神戸港）の三港湾を「スーパー中枢港湾」として指定しました。 

  

 

●スーパー中枢港湾施策の進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 開港１５０周年 

13.2 10.8 1.9

18.4 29.5 3.1

19.7 30.8 4.4

22.6 31 4.9

0 10 20 30 40 50 60

（除く週末）

平成１８年

平成１６年

平成１３年

コンテナ貨物の入港から輸入許可までの時間

入港～搬入 搬入～申告 申告～許可

 

外貿コンテナ貨物取扱量
（2006年実績：目標値比較）

1450

330

420

700

1330

270

390

670

0 500 1000 1500 2000

全体

伊勢湾

阪神港

京浜港

（単位：万TEU）

２００６年

目標値

目標

平成１８年

平成１４年

コンテナ１個あたりの
港湾コストの低減率

14 年と比
べて 13％
減 

14 年と比べ
て約３割減 

目標：コンテナ１個あたりの港湾コストを約３割
低減（一定の前提条件の下で、一般的なデータを参考

に試算。実際のコストとは異なる。） 

目標：スーパー中枢港湾全体の取扱量が１，４５０万TEU到達
（うち京浜港：700万 TEU）

計58.5時間 

（2.4日）

計54.9時間（2.3日）

計51時間（2.1日）

計25.9時間（1.1日）

（単位：時間）

目標：入港～搬入、搬入～申告、申告～許可にかかる所要時間のトータルが２４時間以内 

横浜（日本）

高雄

釜山

香港

シンガポール

レムチャバン

ロッテルダム

ハンブルグ

ブレーメンハーフェン

ロングビーチ

0 10 20 30 40 50

出典：「●スーパー中枢港湾進捗状況」の３資料及び「参考：コンテナターミナルの荷役能率」ともに「平成19年 11月 29 日 交通政策審議
会第２７回港湾分科会（国土交通省）資料」より作成 

参考：コンテナターミナルの荷役能率 
国内港湾はターミナル事業者からのヒアリングによる。 
海外港湾はＯＣＤＩ調査による。 

【注釈】 

グラフはガントリークレーンの荷役能率 

（個／時間／基） 

＜順位＞ ※最大個数での比較 
(1)横浜…33～45個 
(2)香港…28～32個 
(3)釜山・ロングビーチ…28～30個 
  高雄…27～30個 
  ブレーメンハーフェン…26～30個 
(7)シンガポール…25～28個 
(8)ハンブルグ…24～27個 
(9)レムチャバン・ロッテルダム…23～25個
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0

1

2

3

4

5

6

温室効果ガス排
出量(t-CO2/人)

5.28 5.74 4.96 4.02 2.3

1990 2004 2010 2025 2050

首都圏直下地震の危険性 深刻化する地球温暖化 

16.9

20.5

21.3

57.1

85.8

ファッション・ショッピング

歴史・伝統

観光・レジャー

0 50 100

異国情緒・国際都市

海と港

（％） 

（回答のうち上位５項目を抜粋） 

「海と港」「異国情緒、国際都市」の 

２項目が際だっています 

横浜港は、１８５９年（安政６年）の開港

以来、日本を代表する国際貿易港として発展

してきました。 

来年（２００９年）に開港１５０周年を迎

えますが、このことを記念して、横浜市では

様々なイベント・記念事業を企画、実施して

います。 

  

 

 

 

 

 

 

 

【横浜港発祥の地 象の鼻地区】※完成イメージ図

平成１７年度市民意識調査 

「横浜を最もよくあらわすイメージは？」 

市民意識 

◆東京湾北部地震（Ｍ７．３）が発生した場

合に想定される被害  ＜Ｍ＝マグニチュード＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆その他、発生が懸念される大地震（例） 

     ＊［ ］は想定されるＭ（マグニチュード）

・南関東地震［Ｍ７．９］ 

・横浜市直下型地震（神奈川県東部地震）［Ｍ７程度］

・東海地震［Ｍ８程度］ 

※「横浜市防災計画」より

被 害 想 定 

 

 

 

 

 

 
関東地方整備局 港湾空港部「みなとのギアチェンジ」

より（データは「中央防災会議資料」より） 

建物全壊・焼失  約８５万棟 

死者数      約１１，０００人

帰宅困難者    約６５０万人 

経済被害額    約１１２兆円 

約１００年間で地球の平均気温が０．６℃上昇 

［地球温暖化…異常気象等、地球環境への悪影響］

      

温暖化防止は世界共通の喫緊の課題 

横浜市民１人当たりの温室効果ガス排出量（目安）

（単位：t-CO2/人）

※横浜市環境創造局資料より
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Ⅱ 横浜港が抱える課題 
 

物流面での課題 
 

国際競争力の強化 

◆コンテナ船の大型化、取扱貨物量の増加に対応できる高規格コンテナターミナ

ルの整備 

◆ふ頭用地・施設の有効活用 

◆横浜港内の交通円滑化かつ横浜港から消費地・生産地などへのアクセス向上 

◆タイムリーな貨物搬出入（必要なときに貨物搬出入が可能） 

◆コストの低減  

◆港湾手続の簡素化 

 
 
市民が集い、憩う港

づくりに向けた課題 

 

港の魅力向上（集客力向上） 

港への愛着心と協働意識の醸成 

◆開港１５０周年記念事業の着実な推進 

◆都心臨海部・インナーハーバーの活性化 

◆港に対する市民理解促進 

◆市民ニーズに応じつつ、秩序を維持した水域利用（活性化とルールづくり） 

 

 

環境・安全面での課

題 

 

 

 

 

地球温暖化防止対策の取組 

防災・防犯機能の強化 

◆港湾活動による環境負荷の低減 

◆水質浄化 

◆港の美化 

◆行政機関・関係団体・港湾関係事業者等との連携強化 

 

 

◆効率的かつ計画的、迅速な港湾施設の整備・維持保全（長寿命化） 
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■横浜市全体及び港湾局の計画・指針等の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●７つの重点政策  

１. セーフティ都市戦略 

２. 子ども未来戦略 

３. いきいき自立戦略 

４. 駅力・地域力戦略 

５. 横浜経済元気戦略 

６. ヨコハマ国際戦略 

＜重点事業（港湾局所管事業のみ抜粋）＞ 

・客船誘致 

・象の鼻地区再整備 

・山下ふ頭再整備 

・スーパー中枢港湾推進 

７. 環境行動都市戦略 

＜重点事業（港湾局所管事業のみ抜粋）＞ 

・杉田臨海緑地整備 

・南本牧ふ頭第5ブロック処分場整備 

・グリーン物流 

横浜市中期計画 

●基本目標 

市民が誇れる港・ヨコハマ 

 物流や産業の国際競争力という「強さ」、 

 港の景観や豊かな自然の「美しさ」、 

 人や生態系、地球環境への「やさしさ」を兼

ね備え、あらゆる面において世界に誇れる横浜

港の実現を目指します。 

●方針（H17年度改訂版） 

【物流】 

・高効率な外貿コンテナターミナルを拠点とし

た国際競争力の強化 

・物流需要の変化に対応した港湾空間の効率的

な利用 

・臨海部の道路体系の強化 

・臨海部産業の機能再編の促進  

【交流】 

・観光や交流の場としてのウォーターフロント

の形成  

【環境】 

・自然再生・水質浄化の実現 

・廃棄物処理場の確保  

【安全】 

・耐震強化岸壁等による防災機能強化 

横浜港港湾計画 

横浜港長期ビジョン 

●横浜の都市像 

市民力と創造力により新しい「横浜らしさ」を生

み出す都市 

● 都市像を支える５つの柱 

１．世界の知が集まる交流拠点都市 

２．新たな活躍の場を開拓する活力創造都市 

３．多様な働き方や暮らしができる生活快適都市

４．市民の知恵がつくる環境行動都市 

５．いつまでも安心して暮らせる安全安心都市 

横浜市基本構想（長期ビジョン） 

 

 物流面での課題 

 市民の憩いの場づくりに向けた課題 

 安全・環境面での課題 

横浜港が抱える課題 

 

 

■運営方針体系 

 基本目標実現に向け、平成２０年度は、次の施策・事業を重点的に推進します。 

中・長期的な展望（横浜港のあるべき姿） 

 

 

 上記３つの展望と、「国際物流機能強化と使いやすい港づくり」他、合計６つの重点推進施策、 

１５の個別事業で構成 

港湾局運営方針 

国際競争力のある港 環境にやさしい港と安全・安心な港 市民が集い、憩う港 
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■運営方針体系 

 基本目標実現に向け、平成２０年度は、次の施策・事業を重点的に推進します。 

 

 

 

 

 

 

【港湾局の基本目標】 

 「国際競争力のある港」「市民が集い、憩う港」「環境にやさしい港と安全・安心な港」の３

つの基本理念に基づき港湾運営を進め、市民や港湾関係者などと連携しながら、“横浜経済

の活性化と雇用の創出”を図り、“市民生活を豊かにする総合港湾づくり”を目指します。 

展望Ⅰ 国際競争力のある港 

 

 
重点推進施策１  国際物流機能強化と使いやすい港づくり 

（１）高規格コンテナターミナル整備                ※（１）～（15）は重点事業 

 

 

 

①南本牧ふ頭高規格コンテナターミナル整備 

②本牧ふ頭の再整備 

（２）輸送網の整備 

 

 

 

①臨海部道路網の整備 

②海上輸送・鉄道輸送の活性化 

（３）港湾施設の高度利用・活性化方策の推進 

 

 

 

①大黒ふ頭における車両置き場の立体化、土地利用の見直し 

②本牧ふ頭ＢＣコンテナターミナル渋滞対策 

（４）京浜３港の広域連携 

 

 

 

①東京港、川崎港との連携強化 

（５）コスト低減・リードタイムの短縮などサービスの向上 

 

 

 

 

①コスト低減に向けた取組 

②次世代シングルウィンドウの対応・準備 

 

 
重点推進施策２  船舶・貨物の誘致推進 

 

（６）効果的な誘致活動 

 

 
①誘致プロモーション活動の実施と、海外諸港の情報収集 
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展望Ⅱ 市民が集い、憩う港  

 

 
重点推進施策３  賑わいと交流の場づくり 

（７）客船誘致 

 

 

①客船誘致 

（８）集客力向上と国際交流・みなとへの市民理解の促進 

 

 

 

 

 

①イベント等の開催・支援 

②国際交流 

③みなとへの市民理解の促進 

④大さん橋の利用促進 

 

 

 

重点推進施策４  水際線の整備とインナーハーバーの活性化 

（９）開港１５０周年記念事業の推進 

 

 

 

 

①象の鼻地区（第１期地区）再整備 

②日本丸メモリアルパーク整備 

③赤レンガ倉庫１号館バルコニー改修 

（10）水際線の整備 

 

 

 

 

①杉田臨海緑地整備 

②新山下地区再整備 

③山下ふ頭地区再整備 

（11）インナーハーバーの活性化等 

 

 

 

①都心臨海部・インナーハーバー整備構想の策定準備 

②水域利用の活性化・内港地区水辺空間の演出 

 

展望Ⅲ 環境にやさしい港と安全・安心な港 

 

 
重点推進施策５  環境にやさしい港づくり 

（12）地球温暖化防止対策・水質改善等の自然環境再生 

 

 

 

 

①グリーン物流などモーダルシフトの推進 

②緑化推進（１５０万本植樹行動） 

③きれいな海づくり事業（象の鼻地区） 

（13）廃棄物の適正処分・港の美化・リサイクル 

 

 

①南本牧ふ頭第５ブロック処分場整備 

②港の美化の推進（海上清掃活動） 

③ＦＲＰ製船舶リサイクルシステムの推進 
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重点推進施策６  災害等に備えた安全・安心な港づくり 

（14）災害対策・保安体制の強化 

 

 

 

①災害対策・事故防止対策の実施 

②保安対策の充実 

（15）港湾施設のストックマネジメントの推進 

 

 

 

①港湾施設の計画的な点検・維持補修の実施 

②橋梁の維持補修 

 

自立的・持続的発展に向けた経営改革と協働による港づくり 

 

 

 

 

【埋立事業会計の健全化】 

第２次中期財政プランに基づく、埋立事業会計健全化の推進 

【指定管理者制度導入による効果の検証】 

指定管理者が行っている施設の運営状況について、導入効果を検証 

【外郭団体の健全な運営】 

特定協約４団体の自主的・自立的な運営に向けた取組 

【情報の共有、業務運営の改善と人材育成】 

政策課題や行政課題に対し、速やかな意思決定や問題意識の共有化を促すため政策調整会議の設置、

国際競争力強化に貢献できる人材の育成、港湾局人材育成ビジョンに基づく職員の能力向上、団塊世

代の知識、経験の次世代への継承 

【市民・関係団体・ユーザー等との協働（＝港湾運営の基本姿勢）】 

港湾関係団体やNPOとの協力・連携・支援 
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各事業の取組・目標 

 

展望 Ⅰ 国際競争力のある港 

重点推進施策 １．国際物流機能強化と使いやすい港づくり 

 

施策の成果指標 コンテナ貨物取扱個数 

目標 ３５０万ＴＥＵ以上 

（スーパー中枢港湾施策で位置づけた目標を１年前倒しで達成） 

 

                            ※ＴＥＵ＝２０フィートコンテナ１個 

 

（１）高規格コンテナターミナル整備  

 荷役効率が高く、コンテナ船の大型化、コンテナ貨物量の増大に対応できる高規格コンテナ

ターミナルの整備を進めます。 

 

 

 

 

 

１．南本牧ふ頭高規格コンテナターミナル整備  

 ☆横浜市中期計画重点事業 

取組内容 目標  ＜ ＞内は達成時期・実施回数など 

ＭＣ－１ターミナルガントリークレー

ン１基増設 

増設工の実施＜～３月＞ 

 

ＭＣ－３ターミナル接続通路整備 工事着手＜８月＞ 

ＭＣ－３ターミナル岸壁整備 地盤改良工の実施＜～３月＞ 

港湾計画の変更 

・効率的な運営を特に促進する区域 

・大規模地震対策施設計画（ＭＣ－４） 

 

計画変更の手続完了＜３月＞ 

ＭＣ－３ターミナル中仕切護岸整備 基礎本体工の実施＜～３月＞ 

 

【南本牧ふ頭】 

 平成１３年に一部供用を開始した横浜港で最も新しいふ頭です。大型船に対応可能な水深１６ｍ岸壁や２２列対応

型メガ・ガントリークレーンなど、先進的な施設を有し、大型のフルコンテナ船が定期的に寄港するなど、貨物集積

が進んでいます。 

ＭＣ－１・２コンテナターミナルにおいては、供用後、貨物の取扱いが順調に推移し、平成１９年１２月上旬には、

年間コンテナ貨物取扱個数が１００万TEUを達成しました。 

 平成１９年度からは、世界最大級かつ我が国初となる水深２０ｍ岸壁を有する新たなコンテナターミナル（ＭＣ－

３）の建設に着手、平成２４年度の供用を目指した整備を進めています。また、隣接するＭＣ－４コンテナターミナ

ルの整備に向けた検討を進めます。 
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南本牧ふ頭 

 

【ガントリークレーン】 

 コンテナを船から陸へおろした 
り、陸から船へ積んだりする機械 
です。 
 橋型桁（けた）と一定の間隔を 
置いて設けた２本の走行脚で支え 
られており、脚下部には軌条上を 
走行する車輪がついています。 
橋型桁上にトロリー（架線）を 

横行させて荷役を行います。 

 

 

 

 

 

 
 ☆横浜市中期計画重点事業 

２．本牧ふ頭の再整備 

取組内容 目標  ＜ ＞内は達成時期・実施回数など 

ＢＣ突堤地区の航路・泊地浚渫 平成２３年度完了に向け促進＜～３月＞ 

Ｄ突堤地区岸壁改良 平成２２年度完了に向け促進＜～３月＞ 

ＢＣターミナルガントリークレーン１基更新 平成２１年度完了に向け促進＜～３月＞ 
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【本牧ふ頭】 

 横浜港には主要な物流拠点となっているふ頭が３つあります。最新鋭かつ高規格の施設を誇る南本牧ふ頭、完成自

動車の集積が進む大黒ふ頭、そして、横浜港のコンテナ貨物の約６割を取り扱う本牧ふ頭です。 

 平成１７年１２月に全面供用した本牧ふ頭ＢＣターミナルは、国内最大級の規模であり、着実に貨物集積が進んで

いますが、ターミナル全体のさらなる機能強化を目指して、整備を進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】 

■コンテナターミナルの供用状況・主要ふ頭のコンテナ貨物取扱個数［平成19年実績］ 

   

バース数 ヤード面積(ha)
コンテナ貨物取扱
個数(万ＴＥＵ）

本牧ふ頭 15 130 195

南本牧ふ頭 2 40 105

大黒ふ頭 3 36 41

横浜港全体 20 206 ※　343

※）　コンテナ貨物取扱個数は他のふ頭を含みます。

 

本牧ふ頭 全景 

 

本牧ふ頭 ＢＣコンテナターミナル

D 突堤地区岸壁改良 

BC ﾀｰﾐﾅﾙ 

ガントリークレーン１基更新

BC 突堤地区の航路・泊地浚渫

本牧ふ頭整備図 

N  
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（２）輸送網の整備  

 円滑で効率的な物流を実現するため、陸上・海上の輸送網を整備します。 

 

 

 

１．臨海部道路網の整備  

 ☆［国道３５７号本牧側出口の増設］は横浜市中期計画重点事業 

取組内容 目標  ＜ ＞内は達成時期・実施回数など 

臨港幹線道路整備（新港～瑞穂区間） 供用開始＜１２月＞ 

国道３５７号本牧側出口の増設 １．下部工（７基）の設置完了＜３月＞ 

２．桁製作（約４００ｍ）の完了＜３月＞ 

＊平成２１年度内の供用を予定 

臨海部における道路交通円滑化対策の

検討 

１．本牧ふ頭周辺道路の整備計画案の検討＜１２月＞ 

２．本牧ふ頭周辺道路の整備計画案の決定＜３月＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．海上輸送・鉄道輸送の活性化 

 ☆［グリーン物流（環境にやさしい物流）］として横浜市中期計画重点事業 

取組内容 目標  ＜ ＞内は達成時期・実施回数など 

海上輸送活性化（内航

船・コンテナバージ等） 

１．京浜港物流高度化推進検討調査※（国・関係自治体と連携） 

＜～３月＞ 

２．海上輸送に対する公的支援の拡充＜４月＞ 

鉄道輸送活性化 １．京浜港物流高度化推進検討調査（国・関係自治体と連携） 

＜～３月＞ 

２．海上コンテナの鉄道輸送実証実験の実施＜～３月＞ 

※「京浜港物流高度化推進協議会」における活動の中で、実証実験による効果検証や関係事業者等へのヒアリング・

アンケートを実施 
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 関東地方整備局及び関東運輸局、東京都、川崎市、横浜市など官民の関係者により構成される協議会です。「陸

上輸送」「海上輸送」「鉄道輸送」のワーキンググループ（ＷＧ）を設け、京浜港の国際競争力強化に向けた様々

な課題に取り組んでいます。 

【京浜港物流高度化推進協議会】 

【海上コンテナ鉄道輸送の実証実験（京浜港物流高度化推進協議会 鉄道輸送ＷＧの取組）】     

  

目的 

本牧埠頭駅を海上コンテナの積替が行えるよう整備

し、従来横浜本牧駅で行っていた海上のコンテナ積替

作業を本牧ＢＣターミナルに隣接している本牧埠頭駅

で行うことにより、同ターミナル～本牧ふ頭駅間にお

いて、ショートドレージ効率化を図る。 

実験期間 平成２０年４月～平成２２年３月 

実施体制 
神奈川臨海鉄道(株)、国土交通省関東地方整備局・関

東運輸局、横浜市港湾局、横浜港メガターミナル（株）

対象路線 横浜～仙台 海上コンテナ専用便（月～金 １便／日）

対象貨物 輸出コンテナ・輸入コンテナ 

検証内容 
本牧埠頭駅～本牧ＢＣターミナル間のショートドレー

ジ効率化と円滑な輸送・積替方策に係る検証 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

【グリーン物流】 

 環境負荷の小さい物流体系を 

「グリーン物流」と称しています。 

ここでは、内航船や鉄道等を活用し 

た環境に優しい国内輸送網を指しま 

す。これにより対象となるコンテナ 

貨物の輸送については、二酸化炭素 

の排出量をトラック輸送に比べ、約 

８割程度削減できます。 

コンテナバージ 本牧埠頭駅 

本牧ふ頭BCコンテナターミナル
本牧埠頭駅本牧埠頭駅

横浜本牧駅横浜本牧駅

鉄道積替施設  

実証実験による積替輸送効率化のイメージ 

本牧ふ頭BCコンテナターミナル 

本牧埠頭駅 

横浜本牧駅
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【参考】 

■海上輸送・鉄道輸送の活性化［実績］                   単位：万ＴＥＵ 

 平成１８年（１～１２月） 平成１９年（１～１２月）

コンテナ貨物輸送個数 ３２０ ３４３ 

うち内貿コンテナ貨物輸送個数 ２２ ２５ 

コンテナバージによる京浜港間の定期輸送個数 ３ ５ 内
訳 

その他内航コンテナ船等の輸送個数 １９ ２０ 
 

鉄道による海上コンテナ貨物輸送個数 １ １ 

 

（３）港湾施設の高度利用・活性化方策の推進 

港湾施設の高度利用や活性化に向けた取組を推進します。 

 

 

 

取組内容 目標  ＜ ＞内は達成時期・実施回数など 

車両置き場の立体化 １．事業者の決定＜６月＞ 

２．建設着手＜３月＞ 

土地利用の見直し 用地の利用形態・状況の的確な把握による港湾施設の有効活用 

＜～１２月＞ 

 

【大黒ふ頭と自動車貨物】 

 横浜港の主要輸出貨物は自動車です。平成１５～１９年の横浜港における輸出貨物（量）第１位は「完成自動車」

で、平成１９年で見ると、全輸出品目の３３．８％（１，５６４万トン：対前年９．０％増）を占めています。 

 横浜港において自動車専用船を主に扱っているのが、大黒ふ頭です。増え続ける自動車貨物に対応するため、用地

の有効活用が必要となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．大黒ふ頭における車両置き場の立体化、土地利用の見直し 

横浜港の自動車取扱量推移

0

500

1000

1500

2000

15 16 17 18 19
年

万トン

0

50

100

150

万台
重量

台数

注）台数は横浜税関の統計、Ｈ１９は速報

大黒ふ頭 自動車専用ターミナル 
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２．本牧ふ頭ＢＣコンテナターミナル渋滞対策 

取組内容 目標  ＜ ＞内は達成時期・実施回数など 

ＢＣターミナル渋滞対策 道路拡幅（６→９車線）Ⅱ期工事完了＜９月＞ 

 

【本牧ふ頭の効率化対策】 

 船舶・貨物の集積が進む本牧ふ頭では、円滑な貨物の受け渡しができるよう様々な方策を検討、実施しています。  

 現在、取り組んでいるＢＣターミナルの道路拡幅も、そうした方策の一つであり、運搬車両の増加に対応するため、

車線を増やし、効率的な導線を確保することによって、渋滞を防ぎます。   

 

（４）京浜３港の広域連携 

 横浜港と東京港、川崎港がこれまで培ってきたそれぞれの港湾経営のノウハウを結集し、各

港の集積機能を活かしながら国際競争力を一層強化するため、効果的で効率的な港湾運営の実

現を目指し、３港の連携強化を推進していきます。 

 

取組内容 目標  ＜ ＞内は達成時期・実施回数など 

入港料一元化 

申請書などの様式の統一化、

手続の簡素化 

ポートセールスの共同実施 

  

実現に向け、東京港、川崎港と共同で取組に着手＜～３月＞ 

京浜港共同ビジョンの策定 １．３港の港湾管理者による準備会の設立＜５月＞ 

２．共同ビジョン策定に向けた３港共同調査＜～３月＞ 

【東京港、川崎港との連携強化について】 

 アジア諸港の躍進等により、日本港湾の国際的地位が低下する中、将来、基幹航路（一般的に、北米・アジア・欧

州の３極を直接結ぶ航路）から外れ、我が国経済にも深刻な影響が出ることを懸念し、横浜市、東京都、川崎市は東

京湾の国際競争力の強化を図るため、横浜港、東京港、川崎港の連携を一層、推進していくことで、平成２０年３月

２１日に合意しました。 

 基本合意に基づき、「港湾利用手続の統一化、簡素化による利便性の向上」などの分野における具体的な連携方法

を検討していきます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 17



（５）コスト低減・リードタイムの短縮などサービスの向上 

スーパー中枢港湾の目標に基づき、コストの低減とリードタイムの短縮に向けた取組を実施

するとともに、質の高いサービス提供に努めます。 

＊リードタイム…船舶の入港からコンテナ貨物引き取りが可能となるまでの時間 

 

 

 

取組内容 目標  ＜ ＞内は達成時期・実施回数など 

強制水先規制緩和に向けた取組 緩和に向けた安全対策等の検討＜～３月＞ 

 

【強制水先規制緩和】 

 横浜港、神戸港などの定められた港または水域において、一定の大きさの船舶を運航するときには、原則として水

先人を乗り込ませなければなりません。これを強制水先制度といいます。 

 横浜港では、本牧・大黒を含む区域で３千総トン以上の船舶に対し水先人の乗船が義務付けられていますが、強制

水先の規制対象となる船舶の大きさを、他の国内主要港同様、１万トンまで緩和されることを目標として、関係機関

等と協議を行っています。 

 

 

 

１．コスト低減に向けた取組 

２．次世代シングルウィンドウの対応・準備 

取組内容 目標  ＜ ＞内は達成時期・実施回数など 

次世代シングルウィンドウ（国のシステム）

への接続テスト 

次世代シングルウィンドウ接続対応＜～３月＞ 

＊平成２０年１０月開始予定 

次世代シングルウィンドウへの申請項目追

加に伴う「横浜港港湾情報システム」のシ

ステム改修検討及び設計業務等 

次世代シングルウィンドウ追加機能改修 

＜～３月＞ 

＊改修は平成２１年１０月の予定 

 

【次世代シングルウィンドウ】 

「次世代シングルウィンドウ」とは、通関、港湾関連、検疫等の諸手続について、ワンストップ・サービスを提供す

るための統合システム（府省共通ポータル：平成２０年１０月稼働予定）のことです。稼働後も、単なるシステム接

続にとどまらない手続の簡素化・統一化等を進め、システム全体の利便性を高めることが課題となっています。 

 

展望 Ⅰ 国際競争力のある港 

重点推進施策 ２．船舶・貨物の誘致推進 

 

施策の成果指標 コンテナ貨物取扱個数 

目標 ３５０万ＴＥＵ以上 

（スーパー中枢港湾施策で位置づけた目標を１年前倒しで達成） 

                          ［再掲］ 
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（６）効果的な誘致活動 

横浜港に船舶・貨物を集めるため、船会社への寄港促進や、荷主などに対する利用促進の働

きかけなどを行います。 

 

 

 

１．誘致プロモーション活動の実施と、海外諸港の情報収集 

取組内容 目標  ＜ ＞内は達成時期・実施回数など 

セミナー及び現地説明会実施＜各１回＞  

※国内船会社や荷主企業を対象    

海外ポートセールス（海外の船会社、荷主企業等を訪問）＜１回＞ 

船社訪問によるニーズ把握と情報分析、情報等の有効活用 

①収集した情報等や分析結果の共有（関係部署に提供）＜～３月＞ 

②船社が求めるサービスの追求＜～３月＞ 

《目的》新規航路の開設・拡充を図る。［目標：新規または拡充航路５航路以上］ 

誘致プロモ

ーション活

動の実施 

荷主訪問によるニーズ把握と情報分析、情報等の有効活用 

①収集した情報等や分析結果の共有（関係部署に提供）＜～３月＞ 

②荷主が求めるサービスを積極的に提供するための仕組みづくりを促進＜～３月＞ 

《目的》臨港地区への施設誘致 

海外諸港の

情報収集 

１．海外代表（米国、欧州、シンガポール、中国、韓国、台湾）による情報収集 

①各代表から年３回、定期レポート提出＜～３月＞ 

②その他、随時情報収集＜～３月＞ 

２．海外情報の有効活用（横浜港の誘致施策に反映）＜～３月＞ 

 

【横浜港の海外代表】 

 横浜港では、海外の主要港湾がある国・地域に代表を置き、船会社や海外港湾の動向等の情報収集と横浜港のＰＲ

に努めています。 

この海外代表は本市職員を派遣するのではなく、国際物流に関係する企業等に所属し、海外勤務に従事されている

方々に依頼しており、各代表は、貴重な情報の提供に加え、横浜港が海外ポートセールスを展開する際に、現地でサ

ポートを行っています。 

  

 

 

横浜港セミナー 

 
現地説明会 海外ポートセールス 
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展望 Ⅱ 市民が集い、憩う港 

重点推進施策 ３．賑わいと交流の場づくり 

 

施策の成果指標 １．イベントの参加人数 

２．市民理解の促進 

目標 １．イベント参加者総数         約５０万人 

２．海事広報艇「はまどり」乗船者数  約２万９千人 

物流施設見学会、出張講座、パネル展実施 計４０回 

３．客船寄港数日本一 

 

（７）客船誘致  

 横浜港の魅力を国内外にＰＲし、集客力を高めるため、積極的な客船誘致等に取り組みます。 

 

 

 

 

１．客船誘致 

 ☆横浜市中期計画重点事業 

取組内容 目標  ＜ ＞内は達成時期・実施回数など 

船内見学会実施＜４回＞ 

市民クルーズ実施＜１０回＞ 

客船フォトコンテスト実施＜１回＞ 

市民向けクルーズ振興

事業の実施 

客船フォトコンテストパネル展実施＜１回＞ 

客船寄港数日本一 

国内外の船会社・旅行会社への誘致活動＜～３月＞ 

クイーン・メリー２等、寄港客船に喜ばれる歓迎セレモニーの開催と

円滑なオペレーションの実施＜～３月＞ 

世界一の客船サービス

の実現 

開港１５０周年を祝うイベントの実施＜３月＞ 

※「クイーン・メリー２」寄港歓迎時に合わせて、多くの市民とともに実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】 

■客船寄港数の推移 

【クイーン・メリー２】 

 ２００９年３月に、世界最

大級の豪華客船「クイーン・

メリー２」が横浜港に寄港し

ます。 

全長はランドマークタワー

の高さより約 50ｍも長く、ベ

イブリッジの下をくぐること

ができないほど大きいため、

大さん橋国際客船ターミナル

ではなく、大黒ふ頭に着岸す

る予定です。 
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指標 平成１７年 平成１８年 平成１９年 

寄港数（隻） １４５ １４３ １２３ 

（寄港数日本一） （同左） （同左） 

うち外国客船（隻） １２ １３ １３ 

 

■主要港における客船入港実績（平成１９年） 

横浜港 東京港 神戸港 大阪港 長崎港 

１２３隻（１） ２９隻（４） １００隻（２） ２１隻（５） ４４隻（３） 

※ ５年連続 横浜港が１位  （ ）内は順位 

 

 

（８）集客力向上と国際交流・みなとへの市民理解の促進  

 開港１５０周年を契機として、横浜港に人々の交流の輪が一層広がるよう、各種イベントの

支援、国際交流などに取り組むとともに、横浜港に対する市民理解を深めるための広報活動を

実施します。 

 

 

 

 

１．イベント等の開催・支援 

 

取組内容 目標  ＜ ＞内は達成時期・実施回数など 

関係団体・機関、事業者等との調整＜～１１月＞ 横浜トリエンナ

ーレ２００８開

催支援 

１．プレイベントの開催協力＜～３月＞ 

２．記念イベントの開催準備協力＜～３月＞ 

※新港地区、大さん橋などベイサイドエリアを会場とするイベントについて、関係団体・機関、

事業者等との調整 

開港１５０周年

に向けた取組 

２００９国際トライアスロン大会開催支援（スイムコース確定）＜３月＞ 

海フェスタ開催に向けた取組＜～３月＞ 

国際花火大会市民招待（５，０００人）＜７月＞ その他イベント

の支援・協力 イベント集客数（総数） 約５０万人＜～３月＞ 

 ※インナーハーバー地区（みなとみらい２１地区等、内港地区の総称）をはじめとする、横浜

港水際線エリアで開催されるイベントへの協力・支援 

【横浜トリエンナーレ２００８】 

３年ごとに開催される国際現代美術展。２００８年の会期は９月１３日から１１月３０日まで。会場は新港地区、日

本郵船海岸通倉庫、横浜赤レンガ倉庫１号館他 
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【海フェスタ】 

「海フェスタ」は、「海の恩恵に感謝し、海洋国日本の繁栄を願う日」という「海の日」本来の意義を再認識し、３

連休をより有効に活用し海に親しむ環境づくりを進めることを目的として開催されているものです。 

 このイベントは、昭和６１年から主要港湾都市において「海の祭典」として行われており、平成１５年から「海の

日」が７月の第三月曜日となり３連休化されたことを契機として、同年から「海フェスタ」と名称を改められました。 

「海フェスタ」の期間中（「海の日」を中心とした約一週間程度）は、記念式典、祝賀会、シンポジウム等を中心に、

船舶の一般公開や体験航海等の様々なイベントが開催されます。 

 

 

帆船の一般公開（イメージ） 

 

 

 

 

２．国際交流 

取組内容 目標  ＜ ＞内は達成時期・実施回数など 

国際協力 研修実施＜２月＞ 

※アフリカ開発会議をふまえ、アフリカ諸港の港湾関係者を対象にした研修 

国際交流 アフリカ関連及び開港１５０周年記念港湾セミナー（仮称）開催に向けた準備 

＜～３月＞ 

※セミナーは開港１５０周年の２００９年７月に開催予定 

 

【国際交流】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈ19.5月 ハンブルグ開港祭【横浜ストリート命名式】 
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３．みなとへの市民理解の促進 

取組内容 目標  ＜ ＞内は達成時期・実施回数など 

市民理解の

促進 

１．海事広報艇「はまどり」を利用したＰＲ 

  乗船者数（総数）２９，０００人＜～３月＞ 

２．物流施設見学会、出張講座、パネル展実施  計４０回実施＜～３月＞ 

 

【市民理解促進】 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

海事広報艇はまどり  物流施設見学会 

 

 

 

 

 

取組内容 目標  ＜ ＞内は達成時期・実施回数など 

安全な利用促進と

収益向上 

利用促進計画の推進［①ＣＩＱプラザの分割利用 ②岸壁の利用の促進］ 

＜～３月＞ 

入場者数・駐車場利用台数・ホール等利用日数 対前年５％増＜～３月＞ 

４．大さん橋の利用促進  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大さん橋の風景 
【参考：大さん橋の利用状況（１９年度）】 

入場者数 １，７９３，９８４人 

１７４，０８９台 駐車場 

利用台数 

１９７日 ホール等

利用日数 
客船フォトコンテスト2007より 

 （左：特選作品 右：港湾局長賞作品） 
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展望 Ⅱ 市民が集い、憩う港 

重点推進施策 ４．水際線の整備とインナーハーバーの活性化 

 

施策の成果指標 水辺空間の活性化 

目標 水際線の整備、多種多様な水域利用方法等の検討・支援 

 

 

（９）開港１５０周年記念事業の推進  

 横浜港の「ブランド力」をさらに高めるため、横浜港発祥の地「象の鼻」を市民の憩いの場、

交流の場として整備します。さらに赤レンガ倉庫１号館のバルコニーを賑わいが創出できる場

として整備を行い、象の鼻地区と一体となった開港１５０周年記念イベントの場として活用す

るなど、港の魅力・価値向上につなげます。 

日本丸メモリアルパークでは、第１期地区において、帆船日本丸及び横浜マリタイムミュー

ジアムのリニューアルを行います。 

 

 

 

１．象の鼻地区（第１期地区）再整備  

 ☆横浜市中期計画重点事業 

 

取組内容 目標  ＜ ＞内は達成時期・実施回数など 

緑地、多目的レストハウス等

の整備 

工事完了＜３月＞ 

前面水域の水質改善に向けた

浚渫・覆砂の実施 
工事完了＜２月＞ 

 

【象の鼻地区再整備】 

 横浜港発祥の地。その形状（波止場の湾曲）から 

「象の鼻地区」と呼ばれています。 

 平成２１年（２００９年）に開港１５０周年を迎え 

るにあたり、その象徴的事業として、同地区の再整備 

を進めています。 

 また、この地区を中心に、大さん橋や赤レンガ倉 

庫によって形成されるエリア一帯は 「ナショナル 

アートパーク構想」の拠点地区に指定されています。 
 

 象の鼻地区完成イメージ（夜景） 

 

 

 

 

 

 

 24



 

 

 

２．日本丸メモリアルパーク整備  

  

取組内容 目標  ＜ ＞内は達成時期・実施回数など 

リニューアル完了＜３月＞ 第１期地区ﾘﾆｭｰｱﾙ

（帆船日本丸、横浜

マリタイムミュー

ジアム等のリニュ

ーアル工事） 

 

 

第２期地区整備 基本設計完了＜３月＞ 

 

【日本丸メモリアルパーク(第１期地区)リニューアル】 

日本丸メモリアルパーク(第１期地区)について、「横浜港をテーマとしたフィールドミュージアム(野外博物館）」

として、パーク全体のアプローチ空間の刷新、帆船日本丸及び横浜マリタイムミュージアムの展示更新などを行い、

開港１５０周年を迎える平成２１年度にリニューアルオープンします。 

 なお、横浜マリタイムミュージアムはリニューアルとあわせ「横浜みなと博物館」に名称変更します。 
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【日本丸メモリアルパーク第２期地区整備】 

 日本丸メモリアルパーク第２期地区は、現在、暫定的に遊具等を設置している区域ですが、都心にありながら海を

身近に感じられる立地特性を活かして、「本物のみなとヨコハマを見て、知り、体験できる場（フィールドミュージ

アム）」として帆船日本丸などを中心とする区域（第１期地区）と一体的に整備していきます。 

  

 

 

 
日本丸メモリアルパーク第２期地区 

 
（点線で囲んだ部分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．赤レンガ倉庫１号館バルコニー改修  

  

取組内容 目標  ＜ ＞内は達成時期・実施回数など 

改修工事 工事完了＜３月＞ 

※１号館バルコニーの耐火塗装、防火区画等の工事  

 

【赤レンガ倉庫１号館バルコニーの改修】 

港を眺望できる赤レンガ倉庫1号館バルコニーについて、 

イベント等に利用できるようにするため、耐火塗装、防火 

区画及び消防設備等改修工事を実施します。 

改修後は、象の鼻地区と一体となった開港１５０周年記念 

イベントを開催するほか、文化事業や市民の憩いの場として 

活用し、ベイサイドエリアの賑わいを創出します。 

 

 
赤レンガ倉庫１号館バルコニー施工箇所 
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（10）水際線の整備  

開港１５０周年に向け、横浜の貴重な観光資源でもある港をより一層魅力ある空間とするた

めの整備等を行います。 

 

 

 

１．杉田臨海緑地整備 

 ☆横浜市中期計画重点事業 

取組内容 目標  ＜ ＞内は達成時期・実施回数など 

緑地整備 １．実施設計完了＜１１月＞ 

２．平成２２年度の供用開始に向け推進＜～３月＞ 

【杉田臨海緑地整備】 

 磯子区杉田において、市民と協働で、整備が進められている臨海緑地です。身近に海を感じられる、憩いと交流の

場として関心が寄せられています。        ※平成２２年度末までに一部供用の予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
杉田臨海緑地建設予定地 

 

 

 

２．新山下地区再整備 

取組内容 目標  ＜ ＞内は達成時期・実施回数など 

水際ゾーンの土地利用計画の検討 計画の具体化に向けた協議・調整＜１２月＞ 

開発に向けた基盤整備の設計 実施設計完了＜３月＞ 

【新山下地区再整備】 

 新山下地区では、貯木場埋立地と周辺地域の再開発により、 

商業、業務、レクリエーション機能等がバランス良く配置され 

た街並みを形成するため、地元協議会と連携を図りながら街づ 

くりを進めています。 

 国道３５７号大黒・本牧間の整備やみなとみらい２１線など 

交通基盤の充実に加え、静穏な水域に面するロケーション等か 

ら、新山下地区の持つ立地的優位性が高まっており、商業・業 

務ゾーンでは、土地利用転換による商業施設が、物流ゾーンで 

        新山下地区 は新たな物流倉庫が立地するなど、再整備が進んでいます。 
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３．山下ふ頭地区再整備  

 ☆横浜市中期計画重点事業 

取組内容 目標  ＜ ＞内は達成時期・実施回数など 

再整備計画の検討 関係部署、関係者等と調整＜～３月＞ 

 

 

（11）インナーハーバーの活性化等  

 再編の進みつつある都心臨海部・インナーハーバー地区について、「みなと」を核とした横浜

の魅力と価値を一層向上させ、横浜ブランドの強化を図ることを目的とする整備構想の検討を

実施します。また、水面、水際だけでなく空間も視野に入れた水域利用の活性化を図るととも

に、多様化する市民ニーズと秩序や安全性などを両立させるための方策を検討します。 

 

 

 

１．都心臨海部・インナーハーバー整備構想の策定準備  

 

取組内容 目標  ＜ ＞内は達成時期・実施回数など 

マスタープラン策定に向けた検討等 都心臨海部・インナーハーバー整備構想の検討 

＜～３月＞ 

（平成２１年５月：整備構想の公表予定） 

 

【都心臨海部・インナーハーバー・マスタープラン検討】 

開港１５０周年を契機として、横浜の最大の魅力の１つである「みなと」の中でも、再編の進みつつある都心臨海

部・インナーハーバーをターゲットとして「みなと」を核とした横浜の魅力と価値の向上や、横浜ブランドの創出を

目指し、「都心臨海部・インナーハーバー整備構想検討委員会（仮称）」を設立し、検討を進めます。 

 

 

 

 

 

２．水域利用の活性化・内港地区水辺空間の演出  

  

 

取組内容 目標  ＜ ＞内は達成時期・実施回数など 

ヨコハマ水辺空間活性化プロジェクトの

推進 

みなとみらい２１周辺水辺空間活性化協議会の開

催＜１１・３月＞ 

水上交通活性化 国・県等と連携した運航実験の調整・実施 

＜１１月＞ 

内水域の利用促進、内港地区の景観演出

に向けた検討等 

景観演出のためのデザイン誘導方策の検討等 

＜～３月＞ 
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【ヨコハマ水辺空間活性化プロジェクト】 

 国土交通省港湾局の『運河の魅力再発見プロジェクト（地域の個性を活かした水辺の賑わい空間づくりなど、魅力

ある地域づくりを目指したプロジェクト）』の認定を受けたプロジェクトです。（平成19年４月認定） 

 具体的には、みなとみらい２１周辺地区の景観や、歴史的資産の保全に配慮しながら、水際線において、緑化・遊

歩道の整備等により親水空間を確保し、静穏な水域を活用した海洋性レクリエーションや水上交通の活性化を図るな

ど、国際都市にふさわしい「みなとヨコハマ」の魅力を高める取組を推進します。 

 

【みなとみらい２１周辺水辺空間活性化協議会】 

 有識者や地元関係者、行政機関の協働により具体的な取組等を協議し、ヨコハマ水辺空間活性化プロジェクトの目

標を効果的に推進するため、平成１９年度にみなとみらい２１周辺水辺空間活性化協議会を設置しました。 
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展望 Ⅲ 環境にやさしい港と安全・安心な港 

重点推進施策 ５．環境にやさしい港づくり 

 

施策の成果指標 横浜港をとりまく環境の保全 

 

目標 １．水質改善等、自然環境保護に向けた取組の実施 

２．港湾活動に伴う環境負荷の低減 

３．市民生活で発生する廃棄物の安定的な受入・港の美化 

 

（12）地球温暖化防止対策・水質改善等の自然環境再生  

 地球温暖化防止に向け、コンテナの国内輸送では内航、はしけ、鉄道などを活用したグリー

ン物流（環境負荷の少ない物流）など、モーダルシフトを推進していきます。 

また、港湾緑地の整備にあたっては（CO2の吸収等を目的として）植樹に取り組んでいきます。 

さらに横浜港の内港地区では、自然環境の再生に努めていきます。 

 

取組内容 目標  ＜ ＞内は達成時期・実施回数など 

グリーン物流などモーダルシフトの

推進            

☆横浜市中期計画重点事業 

１．海上輸送活性化（内航船・コンテ

ナバージ等） 

２．鉄道輸送活性化 

 

※Ｐ１４（２）輸送網の整備 ２．海上輸送・

鉄道輸送の活性化の再掲 

１．海上輸送（内航船、コンテナバージ等）及び鉄道輸送

について、国及び関係自治体と連携して調査を実施 

＜～３月＞ 

２．海上輸送に対する公的支援の拡充＜４月＞ 

３．海上コンテナの鉄道輸送実証実験の実施 

＜～３月＞ 

                    ［再掲］ 

緑化推進（１５０万本植樹行動） 

☆横浜市中期計画重点事業 

 

象の鼻地区緑地整備による植栽＜３月＞ 

杉田臨海緑地整備の推進＜～３月＞ 

                    「再掲」 

きれいな海づくり事業（象の鼻地区） 

※前面水域の水質改善に向けた浚渫・覆砂の

実施 

工事完了＜２月＞ 

 

                    「再掲」 

きれいな海づくり事業（環境創造局所

管）への協力 

環境創造局その他関係部署・機関との調整＜～３月＞ 

汽車道周辺水域等での市民団体と連

携したアマモ育成実験 

１．現地調査＜６月＞ 

２．アマモ植付＜３月＞ 

【１５０万本植樹行動】 

 環境保護施策の一つとして、横浜市が取り組んでいる緑化事業（環境創造局所管）。市民・事業者・行政が協働し

て平成21（2009）年度までに150万本の植樹を行うという具体的な目標を掲げています。 
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【象の鼻地区きれいな海づくり事業】 

 象の鼻地区きれいな海づくり事業とは、閉鎖性の高い象の鼻地区前面水域において、水底質の改善を図り、自然と

生物にやさしい海域環境の創造と親水性の高い海域空間の創出を目的として実施するもので、 具体的には、海底面

に堆積した底泥を、浚渫（海域、運河等の海底土砂をさらうこと）により除去した後、良質な砂を５０㎝の厚さで覆

います。  

     

ＣＯ２排出抑制対策

CO２吸収源対策

①物流効率化の推進

②道路交通の円滑化
　・渋滞緩和の推進

③エコドライブの推進

④コンテナターミナルに
　おける取組

モーダルシフトによる輸送の効率化
（内航海運、はしけ、鉄道などの活用）

トラック輸送の効率化
（物流の共同化の促進）

アイドリングストップ・急発進・急停車の
防止など運転マナーの向上

臨海部道路網の整備

太陽光発電・風力発電及びトランスファー
クレーンのハイブリット化の促進

港湾緑地における緑化
（植樹）の推進

　　　　　　　　　　　　　平成20年度取組事項

（13）廃棄物の適正処分・港の美化・リサイクル  

 横浜市では、「Ｇ３０プラン」に基づき、徹底したごみの減量・リサイクルを進めるとともに、

神明台処分場及び南本牧廃棄物最終処分場の２つの既存施設を有効活用していくことで、平成

２５年度頃まで廃棄物の埋立処分が可能となる見込みです。平成２６年以降も快適な市民生活

が持続していけるよう、南本牧ふ頭第５ブロックに新しい処分場を整備していきます。 

 

取組内容 目標  ＜ ＞内は達成時期・実施回数など 

南本牧ふ頭第５ブロック処分場整備 

☆横浜市中期計画重点事業 

地盤改良工の着手＜１２月＞ 

港の美化の推進（海上清掃活動） １．海上清掃実施 ＜計２，５００回＞ 

２．ボランティアによる海底清掃（山下公園前）実施 

＜１０月＞ 

３．沈廃船撤去・処分＜廃物認定５隻＞ 

ＦＲＰ製船舶リサイクルシステムの

推進 

放置艇所有者への文書による周知＜３回＞ 
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    南本牧第５ブロック処分場 

 

 清掃船によるごみ回収作業（海上清掃） 

    （撤去前）      （撤去後） 

沈廃船・不法工作物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ＦＲＰ製の不稼動船へのリサイクルシステム】 

ＦＲＰ（ガラス繊維強化プラスチック）を材料として使用している小型船舶（モーターボート、ヨット等）は、材

料が硬く、物が大きい 、耐久性に優れている等の特性から廃棄処理が困難であることやこれまで適正な処理ルート

がなかったため不法投棄の一因になっていました。 

こうした状況を受け、国土交通省が、ＦＲＰ 船リサイクル技術を確立しました。そして、（財）日本舟艇工業会（ボ

ート等の製造事業者団体）が、廃棄物処理法の広域認定制度を活用し、廃ＦＲＰ船を引き取り適正に処分し再資源化

を図る「ＦＲＰ船リサイクルシステム」の運用を平成１７年から開始しました。 
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展望 Ⅲ 環境にやさしい港と安全・安心な港 

重点推進施策 ６．災害等に備えた安全・安心な港づくり 

 

施策の成果指標 事故・事件の減少、災害時における被害の減少 

目標 横浜港の防災・防犯機能の強化と施設の安全性向上 

（14）災害対策・保安体制の強化  

 大規模地震の切迫性が指摘されており、震災時に市民生活と経済活動を可能な限り維持する

ためにコンテナ貨物を取り扱える耐震強化岸壁の整備を進めます。 

また、国際テロなどの犯罪を防ぐため、関係機関・民間事業者・市民などと一体となって保

安対策の強化を図ります。 

 

 

 

１．災害対策・事故防止対策の実施 

 

取組内容  

南本牧ふ頭ＭＣ－３耐震強化岸壁の

整備※１       ［再掲］ 

地盤改良工の実施＜～３月＞ 

 

大黒ふ頭地盤沈下対策 工事完了＜３月＞ 

大黒ふ頭防舷材機能強化※２ 工事完了＜３月＞ 

※１）ＭＣ－３岸壁は大規模地震に耐え得る耐震強化岸壁として新たに整備します。 

※２）防舷材…船の接触事故を防ぐために、岸壁などに取り付けられるもの 

 

 

 

 

２．保安対策の充実 

 

取組内容 目標  ＜ ＞内は達成時期・実施回数など 

保安対策訓練の実施 １．ＳＯＬＡＳ条約関連 

①横浜港水際危機管理対応合同訓練の実施＜４月＞ 

②基本訓練の実施＜～３月＞ 

③総合訓練の実施＜１１月＞ 

２．その他保安対策 

東京湾水際危機管理対策合同訓練の実施＜１１月＞ 

 

※東京湾岸の港湾管理者及び警察、海上保安庁等関係機関からなる「東京湾保安対策

協議会」において、今年度は横浜港が幹事港となり「東京湾水際危機管理対策合同訓

練」を横浜で実施します。 

保安研修会の実施 １．警備事業者等ＳＯＬＡＳ研修会の実施＜４月＞ 

２．港湾事業者等ＳＯＬＡＳ研修会の実施＜１０月＞ 
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【ＳＯＬＡＳ条約】 

 

フェンスで仕切られた立入禁止区域 

 正式名称は「海上における人命の安全のための国際条約」 

 １９１２年のタイタニック号海難事故を受けて制定された船舶の安全 

確保を目的とする国際条約で、２００１年（平成１３年）の米国同時多 

発テロを契機に改正され、外航船舶と港湾施設について 保安対策の強化 

が義務づけられました。 

  

 

 ●訓練のようす 

 

 

追いつめられる不審船（一番右） 

 

本牧ふ頭侵入者（左）に威嚇射撃をする警察官 
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（15）港湾施設のストックマネジメントの推進  

 港湾施設の点検・補修を計画的かつ効率的に実施することで、施設の安全性を維持し、耐用

年数を延ばします。 

 

取組内容 目標  ＜ ＞内は達成時期・実施回数など 

港湾施設の計画的な点

検・維持補修の実施 

１．土木施設の定期点検・詳細点検 ＜２１箇所実施＞ 

２．建築・設備（電気、機械）関係の保全計画の策定＜７月＞ 

３．上屋（５棟）の耐震補強工事完了＜３月＞ 

４．公園・緑地、照明塔の定期点検及び維持補修の実施＜～３月＞

橋梁の維持補修 １．築後１０年を経過した橋梁の維持補修計画作成＜３月＞ 

２．大黒大橋の維持補修工事＜～３月＞ 

              

【ストックマネジメント】 

 既存の公共施設（ストック）を有効に活用し、長寿命化を図る体系的な手法です。 

 コンクリートや鋼構造物で整備されている港湾施設は、劣化や老朽化が避けられず、いずれメンテナンスが必要に

なりますが、各施設のメンテナンスの時期が集中することは、防災、事故防止といった港の安全の問題だけでなく、

港全体の機能低下につながり、財政にも多大な影響を及ぼします。 

 そこで、施設の建設・維持管理においては、耐用年数に応じてメンテナンスを図るという従来の手法ではなく、計

画的に点検・維持補修などを行うことにより、施設の長寿命化を図り、長期的な整備費を平準化する「ストックマネ

ジメント」の考え方が主流となっています。 

 

 【維持補修工事の状況】 
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港湾局では、各事業の円滑な推進に向け、会計の健全化や人材育成など、組織力の強化に努

めています。 

「皆で考え、協力して、課題を解決していく風土をつくっていく」「元気な挨拶、港の元気は 

職場の元気」を標語として、職員一人ひとりに、次の行動指針（港湾局の羅針盤）を周知する

ことで意識の高揚に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

埋立事業会計とは 

  主に企業債を発行して埋立にかかる工事費等の財源を調達し、造成した土地を売却することで企業債を償還して

いくことを基本的仕組みとした会計です。造成までに長期間を要することなどから、地価及び金利動向等が会計の

収支に大きく影響します。 

  本市の埋立事業会計においても、埋立期間の長期化や、バブル経済崩壊後の大きな地価下落といった社会経済情

勢の影響を受け、一般会計からの支援を要する厳しい状況となっています。そこで、港湾局では中期的な財政プラ

ンを策定し、会計収支の改善に努めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【土地処分等で償還する企業債残高】 

 

 

 

［港湾局の組織運営］ 

自立的・持続的発展に向けた経営改革と協働による港づくり 

【埋立事業会計の健全化】 

第２次中期財政プランに基づく、埋立事業会計の健全化に向けた取組 

平成２０年度末見込残高  １，６７５億円 

第２次中期財政プラン目標： １，３００億円以下（平成２２年度末）

１ 知ろうとすること。仕事に大いに興味を持って、自分の部署のみならず、他の部署までもアンテナを張ること！

２ 自分ひとりで悩まず、大いに相談すること。自らの考えを、同僚・上司に伝え、相談して、自ら適切に判断でき

るよう成長していこう！ 

３ 自分の仕事の意義、役割をしっかり認識すること。さらなる工夫や改善を図るなどして提案していこう！ 

平成２０年度は、みなとみらい２１地区の４３街区、４６街区の土

地処分と１１－２街区の公募を開始するとともに、５９街区の公募

実施の検討を進めます。 
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【指定管理者制度導入による効果の検証】 

指定管理者が行っている施設の運営状況について、導入効果を検証 

  

  多様化する住民ニーズに、より効果的、効率的に対応するため、公の施設の管理に民力を活用しつつ、住民サ

ービスの向上を図るとともに、経費の節減等を図ることを目的として導入しています。 

指定管理者が行っている施設の管理運営状況について、第三者評価委員による管理運営についての外部評価を実

施し効果の検証を行います。＜１２月＞ 

【第三者評価を実施する指定管理者施設一覧】 

 施 設 名 指 定 管 理 者 

１ 臨港パーク （株）横浜国際平和会議場 

２ 国際交流ゾーン （株）横浜国際平和会議場 

３ 大さん橋国際客船ターミナル 
相鉄企業・横浜港振興協会・相鉄エージェンシー 共同事
業体 

４ みなとみらいさん橋及び同付属旅客施設 
ぷかり桟橋共同事業体（横浜港振興協会・（株）横浜国際平
和会議場 共同事業体） 

５ 建材取扱施設（本牧ふ頭新建材１号岸壁等） 横浜港建材ふ頭運営会 

６ 港湾関連厚生施設（港湾労働者共同住宅等） 横浜港湾福利厚生協会 

７ 本牧ふ頭の上屋等 横浜港ターミナル運営協会 

８ 日本丸メモリアルパーク 帆船日本丸記念財団・ＪＴＢ 共同事業体 

９ コンテナターミナル関連施設 （財）横浜港埠頭公社 

 

 

 

 

 

 

【外郭団体の健全な運営】 

特定協約４団体の自主的・自立的な運営に向けた取組（協約遵守） 

【各団体における協約事項に基づいた主な目標（Ｈ２０）】    ※目標が数値化されているもののみ抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（株）横浜港国際流通センター 

［横浜港流通センター（Ｙ－ＣＣ）の管理・運営］ 

（１）入居率（物流棟） ９５％ 

 

 横浜港流通センター（Ｙ－ＣＣ）

  
横浜港埠頭公社が運営する 
南本牧ふ頭のコンテナターミナル

   ２５％以上 

（３）有利子負債残高 ６９．１億円 

（４）一般競争入札及び公募（意向反映）型指名競争入札割合 

（２）外貿埠頭業務収入 約８１．６億円 

（１）コンテナ貨物取扱個数 ３４０万個（ＴＥＵ）［協約数値］ 

（財）横浜港埠頭公社 

［横浜港のコンテナターミナル等の管理・運営］ 
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（財）帆船日本丸記念財団 

［帆船日本丸の保存・公開、横浜マリタイムミュージアムの管理・運営］ 

（１）メモリアルパーク入場者数 ４６８，３００人 

（２）日本丸入館者数 １０５，０００人 

（３）マリタイムミュージアム入館者数 ５４，４００人 

（４）教育普及事業 ６２回 

横浜ベイサイドマリーナ（株） 

 

帆船日本丸 

［横浜ベイサイドマリーナの管理・運営］ 

（１）市民向けクルーズ体験者数 ６２１人 

（２）海の学校参加者数 ５１５人 

（３）契約隻数 １，１２６隻 

 
横浜ベイサイドマリーナ 

 

【公共公社コンテナターミナル管理運営の一元化について（横浜港埠頭公社）】 

 横浜港では、平成１８年度に、より効率的なコンテナ埠頭の管理運営を目指して、あり方の検討を実施しました。 

 学識経験者や港湾関係者等からなる意見交換会で議論を重ねた結果、「横浜港の国際競争力強化のためには、今後、

公社ターミナル貸付料の原価削減、公共・公社両コンテナターミナルの一元管理、埠頭公社の組織形態の見直しに速

やかに取り組んでいくことが必要である。これら３つの課題は相互に関連しているが、横浜港の現状や解決の難易度

を踏まえると、まず公共・公社両コンテナターミナルの管理一元化から着手し、早急に実施することが望ましい。」

との結論を得たことから、平成１９年度からコンテナターミナル関連施設に指定管理者制度を導入し、横浜港のコン

テナターミナルの管理運営を一元化することとしました。選定委員会、市会の議決を経て、財団法人横浜港埠頭公社

を指定管理者として指定しました。 

 

【Ｙ－ＣＣ（横浜港流通センター）】 

 横浜港の主要ふ頭の１つである大黒ふ頭に立地する総合物流拠点（延床面積約３２万ｍ2）で、恵まれた交通アク

セス網により、大黒・本牧・南本牧各ふ頭の最新鋭コンテナターミナルと連結しています。また、４５フィートコン

テナを搭載したトレーラーがランプウェイにより各階に直接乗り入れ可能であることや、全天候２４時間利用可能で

あること、総合保税地域の指定を受けており、保管、荷捌き、流通加工、展示販売、配送等の多様化する物流ニーズ

に対応できることなどが大きな特色となっています。 
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【政策調整会議による業務運営の改善、運営方針の組織的共有】 

港湾局の政策課題や行政課題に対し、速やかな意思決定及び問題意識の共有を促すため、政策調整会議を開催しま

す。各職場においてはミーティング等を通じて運営方針の年間目標を全職員が認識し情報の共有化を図るとともに、

毎月の進捗状況を局内で公表することにより全体の取組状況を共有します。 

また、包括外部監査の意見を踏まえ、委託業務の改善や公募型競争入札により、契約事務の見直しを継続します。 

 

【国際競争力強化に貢献できる人材の育成】 

世界の港湾・海運状況も大きく変化している中、国際感覚に優れ語学力を有し、国際港としての横浜港を外国諸港

や船会社にセールスできる人材を育成する取組をすすめます。 

・ 語学研修の充実 

・ 国際機関・事業への積極的な人材派遣による国際感覚のある人材育成の推進 

 

【港湾局人材育成ビジョン】 

 「人材＝もっとも大切な経営資源」という認識のもと、職員一人ひとりが「港湾局の顔」として横浜港の運営にあ

たるための指針として、平成１７年度末に策定しました。 

『ユーザーや市民に頼りにされ、目配り、気配りを欠かさず、問題意識を持って仕事に取り組む、みなとヨコハマ

大好き職員！』を「目標とする職員像」とし、「各職員のスキル向上と知識・技能の伝達」、「情報共有・連携強化」、

「お客様が相談しやすい組織風土づくり」などを基本的な取組事項としています。 

 

【知識・経験の継承】 

港湾局では技術職員の知識・経験等の次世代への継承のため、職員間の研修、講演会の開催、各職場で保管してい

る資料で継承すべきもののリストアップ、それら資料の目録作成と局内共有などを実施しています。 

 

 

 

 

 

 

【情報の共有、業務運営の改善と人材育成】 

政策課題や行政課題に対し、速やかな意志決定や問題意識の共有化を促すため政策調整会議の設置、

国際競争力強化に貢献できる人材の育成、港湾局人材育成ビジョンに基づく職員の能力向上、団塊世代

の知識、経験の次世代への継承 
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 港湾関係団体や市民、ＮＰＯとの協力・連携・支援 

【市民・関係団体・ユーザー等との協働（＝港湾運営の基本姿勢）】 

 

【港湾局の市民協働事業（例）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●市民参画型 

 

 

◆横浜港長期ビジョン 

◆横浜港港湾計画           

◆象の鼻地区再整備          

◆杉田臨海緑地整備 

◆日本丸メモリアルパーク整備 

◆みなとみらい２１周辺水辺空間活性化協議会 

◆新山下地区再開発（地元協議会） 

計画策定にあたり市民意見募集・ワークショップ開催等を実施、意見交換会を実施、地域協議会設立 など

 
象の鼻地区再整備 設計者選定 
公開プレゼンテーション（Ｈ１８） 

 

 

 

 

◆水質浄化（アマモの育成）       

◆ボランティアによる海底清掃（山下公園前）  

◆客船寄港時の歓迎行事 

◆グリーン物流 

◆災害時の協力体制（協定の締結） 

◆港湾関係団体による港の美化活動 

◆港湾関係団体による交通安全・運転マナー向上の啓発活動 

 

 

市民団体等の活動を支援、災害時の協力体制 など 

     
港湾関係団体による運転マナー向上の啓発活動 ボランティアによる海底清掃 

 

港湾関係団体による港の美化活動 

●市民主体型 
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横浜市港湾局企画調整課 

 〒231-0023 

 横浜市中区山下町２番地 産業貿易センタービル５階 

  （℡）045-671-7165（Fax）045-671-7310 

  （E-mail）kw-policy@city.yokohama.jp 

 

  ～港湾局運営方針のホームページＵＲＬ～ 

http://www.city.yokohama.jp/me/port/unei/ 
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掛軸電照要語  

肛卜胃トー胃L  

肛トZ害這≡  

肛トL票■s寸  

肛トト寸Z■ト  

肛卜寸OS■冨寸  

肛卜害m■szz  

軸世討帥堰血≠e帥ぺト㌫1T侶ぺ†へ「l卜   

貰ギ一．」「ヤ〓妄」ニ「一り．‥ニ、∵し二こLご山二」「十〓  

肛肛門SZ■弐C 榔加熱酎脚へ－くミト「一山≠腐植皿 （N）  

帥轍鍵討脚他血≠巾堕り〓「小川1ヘト～ト∧〔   

仁トL岩■SMの   

肛臣冨N■N寸Z  

臣ト〓品■ト寸寸  

据膳巾堕艮騨機嫌姫藍．肘墜放漫e謳蝶圧暦巧．討卸側世併催挑e怒聡柵暦巧唾  

肛臣S宍－荒m  榔加判型脚帥経歴柵借．叩 （ト）  

軸鍵嘩堕り山標淋壁掛e替凶謹轟）T刃㌦り山 （妥喋利根侶Y↓避） 荘喋SくJOS  

討議  

・亜宰e秦煤魅サ特潮岬卜鞄放り山値購e庄野凶世壊  

（瀞圧淋柵髄廿強）  

。」㌧．叫∴⊥  

舟騨鮮碧E培巾明り山型礁埴．旺璧↓避 ′愛吏将トり】激増  

舟亜眼圧埴．り一㌦刃刃小虻拠金謎¢副罷e培ヨY凄妻  

（皿m仔t裔N〓  

。松山ごご凶槌⊥」世代畑Tl中山遠望痘枇料 ′J匠コ帖  

舟嘲弄柵掛軸他空触媒和一廿里－㌣報奨e箭1。ト朋二虻勅  

封脚立漫e縦横旺コ帖凹忙e帥凶営壊振二N三相舟刃題舟  

．如暇討帥e縦横班東端封e紳聖べ仙《・靴双・聾強  

（皿寸坪l裔Nニ  

づ蛙獣性刃禦壊e凄袋蝿裔）T梱り】帥直喋   

舶雑件鰭寂琳埜軍凶監r岳 （∽）  

軸埋巾墜り山掛軸e抑留法令璧璧e硝煙E慣巧  

拙計帥沖縄増（S）   

噺埋掛軸他璧e家憲卍↓．帥亜晒＜ ′1トヘミ策ヽ∧鍵盤盛ふ永遠；石血  

舶知咄純増酎脚他空室e中 （寸）  

舶埋恕細胞蛍石こご∴∵」禁軍嘩塾囲腔j血豆  

舶知判酎脚上「十川－へ墓碑都巴匝聖j仙《 （M）  

舶帖f腫↓埋 （N）  

帥涯緋  

．聴淋祁相室二｛J巾｛J載り】圧慣巧報封  

舶知判堕医腑痩 （「）  

晰知咄酎脚上「｛川－や｛巾八∩ （「）  

（協定嫌柵凰廿強）  

輔柵鰭萩帥エー筈－†れ上ト （M）  

群細野嘗題富匪皿   

は曜判e是歴蜘…（寸）  
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舶  髄  鞘  

頗  髄  鞘  暦  巧  

三〇■lN  

竺忘－寸冨－N  

巴臣  

冨S【岩m  

N冨【s〓  

茫の．茫トーN  

芸一」‥‥諾  

爪N竺lmS■N  

∵一日〔  

鰻髄髄掛害正直  

∴」∴∴～、  

巣駐車e哩粧埋◇  

紳這旺堪班堰  

塵 取 輩   

紳誌匠堅班堤  

宰 e 中  

塵 哀 輩  

噸  廿  せ  

∵〓一  

鰻傲曝せ≡唱陣  
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肛トロS？冨  

肛臣寸SS l荒L  

。ト購」匠嘩舟裔度榊罷 ′蝶聾騨些卜  

」旺璧舟哨ピ式避 ′愈吏嘩♭由岩告－健宮・璃頂融帥画商撃副和判班堆 ′置南哩牒e昧剋  

肛トトLN■トL  紳輔冊朝霞辟埜即興 （S）  

。ト購」匿嘩り苗皿潜鰹舟南度  

K上「1睾エ1策 ′↓萩艮帥刷柱・串聖警三芳面 ′愈吏時匝血塊些旺コ糖e陛1e埋巡醒  

肛トトLZ－の  雑件朝型裔惜畢弼・凄妻（寸）  

。ト朋」煤嫌  

り苗皿歴世相継怖只肇盤国史」る軽舟壁皆e但東 ′吏購。ト購9区舟屋削画皿骨e刃華只廼瞞  

躯・控激減・控悪意 ′る桐山㊥食倒舟壁掛壁匠el｛川中華蛍盤根」舶卍舟廿堅○皿l堤匠  

肛臣完S■≡  雑件剥製梶1桝塑匝 （m）  

。ト朋」壁直隠－〓山＼芯二軍慮 ′卜」煎卍  

舟e嘩卜華Y足り山班媒醒簑 「Nlrlス・八   

－⊥丁へ」 墓碑柵蠣e麗《哨昧剋．吏桐  

。ト桐禽獣艮↓瞳  

璧堅コ帖e帥金牌 ′勾題虻暇eKくミエキ∧   

．愈↓空舟蝶雅e輸出包感盛施さ壷忘  

継柵Y朝会帥 †  

。ト朋」匿嘩融裔度繭脛e勾顔中虻拠出d  

e埋進藤 ′」臣枢漣帥世討ピサ出朝屋他室  

帥e家定囲 ′愈吏時世判型舟控肺e金的  

維柵商標墓碑 ト   

。ト朋二虻融琳柵世唾 ′愈  

吏e占）T埋吏忘る匠艮凹忙刃諒坐e鍵盤垂  

（皿卜曹l橋Zニ  

建蝶襲粧袋帥埋基準◇  

。ト桐」増輔舟帥叛1上「へ出世中朝朴嘩凹忙e金的 ′愈吏時匝舟鑑査矩1上「へ  

嫌柵諒遅疑1上「へ D  

雑件埋莞裔憺妻帥 （L）  

（帥圧鞘柵凰廿柊）  
蝶嫌e紳継柵奇梵嘩卜匪足許嬉挫魅惑‥H  

蜜嫌e朝朴嘩凹忙e帥縦横煤昏 D  

屋職e 「訂勾購州ご 巣帯也柵埋 †  

壁掛型監e 「へKH卜埋」  ト  

。ト桐」檀嫌舟姉妹柵e食吏将愛嬢漣箪討e田忙時小戻り】堪  

紳輔鼎埼聖漣興刃咄忙 （N）  

埋   墟  軸  鑑  査  

紳重圧堪班華  

塵 取 望   
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寂
巣
－
E拓
  



OQ
  

」 ． ． ‥
   





。ト購ュ虻剋愈陛  

・∩争べ含JQ愈吏e榔督蝋者卜二∩り一軍害恒糧  

咄Q亜卜」刃 「珊腑占）〔購題三宝勅」．吏朋  

。ト購ュ虻剋柵  

He騨k心くエペ上宝皿喩・撃舶蜜鹿両山地廿照  

。ト朝食覿勅  

準潮位卜」刃エ∧ロト1吼1本心時戚貞盛ミュ云  

殉司り山薯e壮観東亜醒．と匡足掛匝○∽T竣監  

早生喜■完m扁  

桃柵壁掛肛凶君嶋e亜 〓）  

（帥定離柵凰廿強）  

。ト邦ェ虻勅柵H薯  

藍笥車海商購嫌悪凰址強。ト朋」準副勅エ∧甘卜1恥1大小蚕製麻．」基剰刃凶サ出世  

仁ト≡○曽  緋柵準翻曹度凍盟巴史 （寸）  

。ト桐ュ出血柵H塾畜．撃箕巨〔）箪り心酔凶碧♯振・喋せ．凶  

営T N二心煎刃題煎．愈吏時図勅↓在壁堅コ惰e柵曙コ惰継蝶旨錦］†促搬雌e縦横畢眼班控  

巴トSON空L  抑壁酬e蒔増悪鯉鯛柵…（∽）  

。ト朋二虻  

舟海嶺吏｛三性り一撃副営鹿 ′空㌣凶留記N吏崩。ト購二虻融上へト1H〓「le騨ぺト㌫1H眉  

ぺ†へ「lけ基華笥錦腐植皿墓室．巨J刃蛙1e挑柵舶配廿匡O S l堤荘．坐㌣凶留記l  

草鞋≡〓≡  

仁軒冨〇一のS∽  
。ト朋二虻勅べ郵帥駐巨ュ∩り心裏曙e帥亜堰＜．愈吏Q聖朝型南朝輔柵増野  

肛卜岩○－害L  虻轟e曹旺輔冊 （S）  

。ト朋J蛍鰍舟帥柵H。海嶺e愈英昭本埜畜勅1〓〔上へく藍m．N碧叶T  

′小ペ昭和㌣曙璧轟匝舟単利埋亜矢∧上嶋㌣沖柵撃．る㈹〓∧て†煎卍廿匝O S T東証   

。小脳食倒勅準副e帥砧増聾醍伊  

賀鹿．愈英昭卜撃取融工ハロ卜－ふト⊥ご？英櫻豪  

（皿N悍N轟N〓  

輔冊蟄督－＝∩ミく駕叶L世心策∧上嶋 （N）  

撃副鹿由ふーくミトコ申八鹿柊正 （m）  

軸準甜帥砧畢聾醍班基  

S完■sトm■m   
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トート這－寸l可  
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聾柊憧 ′卜」刃醍1eど潔只蹄堪盤囲eせ媒壁  

奇轄吊1e正⊥蕗購」エ採りY壁  

虻腰将る量り】些細上「小机1へ叶∽1U慣巧靴《  

仁中書ロl冨寸  

巴トロmS■讐  

肛中書N■ト冨－M  

巴トロ冨■ロSト  

。ト朋｛一定」  

題吏撮 ′り｛粛刃刃将卜唱轟ドニ∩り昌肺1e恥コ聴嘩  

瑚〓心耳刃刃匝漣胡難題拙句り山東吏e蒔響華墾璧轄  

墜艮撃捌堺封吏∩虹簑＃奇鹿薗癒感疲Y悪匝寂  

（皿与野N裔N〓  
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（ 皐 ）  持 前 鼎   

、 ミ ． 土 ∵ T   

ぺ  丹 南 栽 輝   

（ ∽ ）  ㌢ 塙 幡 蔀 柵  （ 認 苗 ）    

劃 桝 薄 か 塙 訓 溢 事 U V 斗 斗 u － 川 斗 」 T 適 甚 齢 熟 側 湘   

M n － 〕 せ 音 惑 満 都 槽 轟  （ 帥 領 新 香 H ）  ノ  M n － u 茹 詐 称 罫 勝 義 僻   

（ N ） 諜 芯 義 南 湖   

中 卜 細 8 認 珊 義 妹   

兼 務 南 遍 芋 姻   

割 鼎 柵 薄 霞 紗   

前  瀞  勝  轟  倒  渦  蝉  妙  半   

露 語 和 知 顎 符 乗 ∪ 汁 昏 8 半 睡 膵 矩 せ 甜 轟 義 南 H 嚇 購   

↑ 」 」 ド ≡ ≡   

」 ． 王 一 ． ∴ こ    

ド ニ ∵ 「 た ；   

N ｝ N ロ 平 岩 ∞   

≠ コ   

P 富 野 N 念   

芸 － ｝ 芸 」 ≠ コ   

一 に r ± 一 r ≡   

∵ ≒ 一 ∴ 三   
（ 諒 詣 牌 轟 朝 粥 輝 仲 平 ）    

溢 蕃 僻 8 却 彗 叫 諦 鎚 d 討 か 「 ト 細 」  8 哺 膚 軸 碑 弾   

認 ぐ レ 紬 ヰ 0    

紬 津 ノ  桝 鼎 輪 作 8 ノ  劃 桝 薄 ㌻ 凪 適 岸 郡 熟 嚇 鵜 符   

∪ ぐ レ バ ノ  確 報 前 場 溢 薪 碧 汁 価 （ ノ  寿 神 栄 発 弾 遥 森   

口 ヰ か 沖 昏 ノ  桝 砂 型 d 南 描 弾 郡 山 〓 什 什 「 紬 「   

津 0   

（ 桝 稲 柵 朝 粥 五 胡 ）   

（ 一 ）  詰 薄 鼎   

轟 加 ＞ 幸 雄 沖 現 哺 描 湖 畔 輝 購   

（ し 帝 轟  ∽ ∽ ＞  購 ）   

鼻 毛 N 一 喜 専 ≠ コ   

遥 〇 二 冨 ≠ コ    

コ 〕 一 コ の ≠ コ   

笥 N ゝ 一 か ≠ コ   



（帥 Y寸S 替望1 慮町饉）  

。ト購勅ヱトJ靂厄日云畠古壷  

椎堪．¢忘Y騨題宮地駆e羽割賦砧髄鞘封 ′巨中£由  

。ト購J埜世相頗挑柵  

㌣刃り時世両眼り心酔継嶺堅田．J攣鰻漣営割り山富皿漣  

埜津e帥営瞳疲薩艦忙岸 ′卓匠継H．留匠剰監班堤  

（轟一式梱富強弧．裔丁召据富絹聾）  

帥舶糖些事笥錦赦煙糖時世刷り山掛軸兜漠  

e営匝堕¢草魅吊眠営羽時世填夜〓山鳩琴南帽卓羽  

旺拙者↓増帖 （こ  巴卜冨寸－MOト■トL  

（辟老醜柵髄廿柊）  

巴トN冨【茫  

Eト∽芸■∞の  

こ」±二二二三」∴  

こ」．三二∴圭∵〓  

巴ト∞冨■芸   

巴ト○害■OSL  

巴卜票寸■MOト  

巴卜詔○占だ一寸  

巴卜寸冨■Nの  

巴臣LNN■LML  

巴卜冨○■s；－弐  

軸撃軒笥錦胡邸玉堪挙雇硝紳輔嶺和事壇貿．撒撃e埜  

挑朝嘩｛一箪り山継碑増封野米故一国ト三振笥塵輔碑増卦聾強憧．挑碑周蟄一N二心舟刃題舟   

帥H羽囁べ監壮鮭缶出島ふゝロト寸題糾項り山Y騨e羽割賦継傲嘩｛一項り山ヘトロト寸昧  

凶票辞莱恕旨ト三振  

凶貿雑事東東亜  

凶卓聾柊憧  

凶薯一N二心舟刃題舟  

帥凶賀状留東亜  

紳常寒地醒T－出歩出甘吏｛J直り山南帽裏羽ヘトロト一賎  

こ」．三二三・  

〓」」エいに．筈†∵「  

緋應縄・記盤古道志禦禦欄吏士丘フふ讐竪琴¶吐娘  

雑件瑠朝野せ激白トヨ振 （∽）   

帥龍砧・樹霜撃督壮酷e凶捉Z∽吏｛一区ぐ確東  

経柵周封L N二心碕刃運命 （の）  

ト
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票Z■諾ト一等  

害∽ゴ∞l∽  

壬ニ」ニニり人  

茫∽」害占N  

Sトト■一等■卜【  
練柵増鰻習羽帯演壇 ト  

（空位） 雑件周封聾柊催 （寸）  

挑柵Y騨羽割賦硝傲 †  

紳贈顕兜桝e軍要田堅  
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